
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書

三
　
好

正
　
巳

一
、

二
、

三
、

四
、

五
、

六
、

閉
題

全
般
的
危
機
諭
と
労
働
力
政
策

因
家
独
占
資
本
主
泰
論
と
労
働
力
政
策

、
再
生
産
構
造
論
と
労
働
力
政
策

労
働
運
動
論
と
労
働
力
政
策

開
題

　
本
稿
の
直
接
の
課
題
は
、
ガ
働
力
政
策
の
概
念
を
明
ら
か
に
。
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
課
題
設
定
の
意
味
は
、
○
ｏ
労
働
力

政
策
が
、
経
済
政
策
の
中
心
的
政
策
と
し
て
一
般
化
し
体
系
化
す
る
の
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
下
日
本
資
本
主
義
と
の
関
連

で
は
準
戦
時
体
制
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
似
こ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
下
で
の
労
働
力
政
策
は
、
そ
れ
が
た
ん
に
労
働
力
創
出
政
策

と
し
て
で
は
な
く
、
資
本
蓄
槙
の
旦
一
体
的
形
態
と
し
て
も
っ
と
こ
ろ
の
労
働
カ
ヘ
の
利
潤
の
転
化
の
保
証
と
そ
の
こ
と
に
よ
る
蓄
積

継
続
を
保
証
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
労
働
力
政
策
一
般
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
一
七
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
．
第
二
．
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
一
八
○
）

は
労
働
力
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
論
と
し
て
論
じ
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
労
働
力
政
策
の
体
系
的
確
立
は
準
戦
時
体
制
に
入
っ
て
か
ら
だ
が
、
そ
れ
は
そ
の
時
期
に
お
い
て
、
蓄
積
過
程
に
お
げ
る
労
働
力

不
足
の
問
題
が
発
生
し
た
こ
と
に
お
い
て
で
あ
つ
た
。
労
働
力
不
足
は
、
日
本
資
本
主
義
に
と
一
て
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

の
生
産
カ
の
一
般
的
停
滞
と
そ
の
も
と
で
の
経
済
の
軍
事
化
に
触
発
さ
れ
て
て
の
で
あ
一
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
以
降
・
戦
後
恐

慌
、
金
融
恐
慌
、
昭
和
恐
慌
の
一
連
の
恐
慌
過
程
で
の
合
理
化
は
、
そ
の
合
理
化
過
程
で
専
門
技
術
労
働
者
（
熟
練
労
働
者
）
を
析
出

し
、
こ
の
専
門
技
術
労
働
者
の
機
械
に
よ
る
置
き
か
え
は
戦
争
に
よ
つ
て
阻
止
さ
れ
た
。
し
た
が
一
て
、
軍
需
生
産
の
増
大
は
軍
需

産
業
の
外
延
的
拡
大
に
よ
る
ほ
か
は
な
く
、
こ
の
軍
需
産
業
の
拡
大
の
圭
で
労
働
力
不
足
は
何
よ
り
毒
門
技
術
労
働
者
の
不
足

と
し
て
あ
ら
わ
れ
ざ
る
を
え
な
か
つ
た
。
さ
ら
に
戦
争
の
激
化
は
、
．
応
召
者
の
激
増
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
に
と
も
な
う
専
門
技
術
労

働
者
不
足
に
よ
る
生
産
の
阻
害
を
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
投
入
に
よ
つ
て
補
填
せ
ん
と
す
る
と
き
、
労
働
力
不
足
は
熟
練
労
働
者
の

み
な
ら
ず
不
熟
練
労
働
者
を
含
め
た
一
般
的
・
絶
対
的
不
足
に
ま
で
到
達
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
労
働
力
不
足
に
た
い
し
て
政
府
の
と
っ
た
措
置
は
、
端
初
的
に
は
、
短
期
軍
需
労
務
需
要
充
足
の
た
め
の
職
業
紹
介

機
関
に
よ
る
積
極
的
斡
旋
方
の
関
係
府
県
へ
の
指
示
一
一
九
三
七
年
七
月
一
六
日
一
と
、
内
務
・
陸
軍
・
海
軍
三
省
協
議
の
「
軍
需
要
員

充
足
に
関
す
る
援
要
領
一
一
一
九
三
七
年
七
月
三
一
日
通
牒
一
に
よ
る
東
京
、
京
都
、
大
阪
、
神
奈
川
、
愛
知
・
広
島
・
福
岡
・
長
崎

の
各
府
県
へ
の
軍
労
務
斡
旋
部
の
設
憧
、
そ
の
他
の
県
で
の
軍
需
労
務
係
設
置
と
斡
旋
業
務
と
で
あ
っ
た
・
さ
ら
に
・
軍
需
工
業
動

　
（
２
）

員
法
の
一
部
実
施
（
一
九
三
七
年
九
月
一
〇
ｎ
口
法
律
第
八
八
号
）
、
「
労
務
需
給
調
整
施
設
要
綱
」
（
一
九
三
七
年
）
の
実
施
は
・
わ
が
国
に

お
げ
る
労
働
力
政
策
の
体
系
化
、
す
な
わ
ち
労
務
統
制
の
開
始
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
日
本
資
本
主
義
に
お
け
る
国
家

独
占
資
本
主
義
体
制
の
起
源
と
労
働
力
政
策
の
体
系
化
の
起
源
は
一
致
す
る
の
で
あ
る
・



　
一
九
三
七
年
ぱ
日
中
戦
争
の
起
き
た
年
で
あ
り
、
日
独
伊
防
共
協
定
が
締
結
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
こ
に
目
本
資
本
主
義
ぱ
準
戦

時
体
制
下
に
入
り
、
そ
れ
と
と
も
に
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
労
働
力
対
策
が
と
ら
れ
、
一
九
三
八
年
の
因
家
総
動
。
貝
法
の
公
布
は
以

後
の
労
働
力
政
策
の
体
系
的
腿
閑
を
国
宋
総
鋤
一
貝
体
制
の
中
軸
と
し
て
展
閑
す
る
よ
り
ど
こ
ろ
を
っ
く
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
準
戦
時
体
側
下
の
労
働
力
政
策
の
実
施
は
、
直
接
に
は
労
働
力
逼
迫
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
に
は
違
い
な
い
が
、
し
か
し

労
働
力
不
足
に
た
い
す
る
措
置
と
し
て
の
労
働
力
創
出
政
策
た
る
と
こ
ろ
に
、
労
働
力
政
策
の
本
質
が
あ
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ

労
働
力
政
策
の
本
質
的
理
解
の
た
め
に
は
、
労
働
力
の
逼
迫
を
結
果
し
た
歴
史
的
．
経
済
的
渚
条
件
な
ら
び
に
、
そ
の
生
産
関
係
論

的
内
容
を
明
ら
か
に
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
友
い
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
労
働
力
政
策
の
本
質
理
解
に
あ
た
っ
て
は
、
ｍ
資
本
主
義
の

全
般
的
危
機
に
お
げ
る
労
働
力
問
題
、
と
り
わ
げ
労
働
力
不
足
の
間
題
。
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
一
般
的
停
淋
下
で
の
剰
余
価
値
の

絶
対
的
拡
大
要
請
に
起
因
す
る
労
働
力
逼
迫
（
労
働
力
の
過
剰
を
と
も
な
う
不
足
と
し
て
）
。
似
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
は
、
資
本
主

義
陣
営
の
最
脆
弱
環
に
お
い
て
国
家
独
占
資
本
主
義
を
生
み
だ
し
た
が
、
そ
の
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
と
し
て
の
経
済
軍
事
化
の

急
速
な
展
開
は
生
産
力
政
策
の
体
系
的
実
施
を
必
然
化
し
た
。
労
働
力
政
策
も
ま
た
そ
の
生
産
力
政
策
体
系
の
一
環
を
な
す
も
の
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
国
家
独
占
資
本
主
義
を
政
策
体
系
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
因
家
独
占
資
本
主
義
体
制
と
し
て
如

何
に
生
産
力
政
策
な
か
ん
ず
く
労
働
力
政
策
が
必
然
化
す
る
か
、
ま
た
労
働
力
政
策
体
系
の
形
成
は
ど
の
よ
う
た
内
容
を
も
ち
っ
っ

展
閑
す
る
の
か
。
閉
か
か
る
労
働
力
政
策
は
、
熟
練
労
働
者
の
不
熟
練
労
働
者
に
よ
る
置
き
か
え
、
す
な
わ
ち
低
賃
銀
労
働
力
利
用

（
合
理
化
の
一
形
態
）
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
最
終
的
に
は
絶
対
的
賃
銀
切
下
に
１
至
る
。
　
こ
の
絶
対
的
賃
銀
を
切
下
げ
る
た
め

に
は
、
そ
の
某
盤
創
出
と
し
て
の
再
生
産
構
造
の
再
編
成
と
り
わ
げ
農
業
部
門
に
お
げ
る
再
編
成
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。
農
民
層

分
解
は
労
働
力
析
出
の
問
題
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
生
産
関
係
諾
形
態
を
規
定
す
る
生
産
関
係
基
底
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ

　
　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
一
八
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
一
八
二
）

き
で
あ
ろ
う
。
農
民
層
分
解
が
賃
労
働
関
係
の
具
体
的
諸
形
態
を
規
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
再
生
産
構
造
再
編
成
の
基
盤
の
上
に

お
い
て
の
み
、
労
働
力
政
策
は
展
開
し
う
る
で
あ
ろ
う
。
↑
り
労
働
力
政
策
の
具
体
化
、
現
実
化
に
あ
た
っ
て
は
、
労
働
老
階
級
の
主

体
的
条
件
の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。
労
働
運
動
の
右
傾
化
・
体
制
内
化
な
し
に
は
労
働
力
政
策
の
体
系
的
展
開
は
あ
り
え
な
い
。
ま

た
労
働
力
政
策
に
よ
っ
て
、
労
働
運
動
が
体
制
内
に
引
き
こ
ま
れ
る
こ
と
す
ら
が
起
る
。

　
以
上
四
つ
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
労
働
力
政
策
の
本
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
労
働
力
政
策
は
、

何
よ
り
も
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
政
策
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
た
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
同
時
に
、
労
働
力
政
策
の
理
解

を
と
お
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
の
理
解
に
接
近
す
る
こ
と
を
意
図
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
今
日
の
国
家
独
占
資
本
主
義
論

が
、
政
策
体
系
論
で
あ
っ
た
り
、
機
構
論
、
所
有
論
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
へ
の
批
判
と
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
賃
労
働
関

係
論
を
基
底
に
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
論
を
如
何
に
展
開
す
る
か
と
い
う
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
生
産
力
の
指
標
と
し
て
、
職
工
一
人
当
り
実
馬
力
数
、
生
産
額
、
技
術
員
数
を
取
る
と
、
昭
和
大
恐
慌
以
降
ほ
ぽ
停
滞
的
で
あ
る
（
付
表
１
）
。

　
　
　
　
実

　
　
　
　
鵠
欄
　
　
　
　
　
　
釦
包
（
２
）
九
請
饒
服
薄
篶
↑
、

　
　
　
　
１
術
技
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
群
の
に

　
　
　
　
脱
帯
　
　
　
　
　
　
　
断
蟻
　
鋒
舵
砧
饒
鞘
れ
濤

　
　
　
　
驚
辮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
撚
熾
　
幻
綱
蠣
暮
雛
ギ
一
汽

　
　
　
　
叢
そ
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲
謡
　
欝
製
造
工
場
、
電
力
．
動
力
発
生
工
場
な

　
　
　
　
工
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
）
　
）
　
　
　
　
ど
）
の
戦
時
管
理
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
り
＾
　
　
　
ｏ
ｏ

　
　
　
　
却
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
　
　
　
　
　
　
　
た
。
日
中
戦
争
勃
発
と
と
も
に
、
昭
和
一
二

　
　
　
　
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
備
　
　
　
　
　
年
（
一
九
三
七
年
）
九
月
一
〇
目
法
律
策
八

数

欄
閉
脳
脳
卿
脳
閉
卿
閉
脳
鵬
閉
脳
脳
慨
鵬
ぴ
犯
慨
■

技
１

０
・
０
・
０
・
０
・
０
．
０
・
０
．
０
・
０
．
０
・
０
・
０
・
０
・
０
．
０
・
０
・
０
・

額
）

産
円

鋤
蜘
螂
脳
胴
棚
舳
醐
珊
閉
慨
閉
舳
刑
秘
珊
ｍ

生
（

み
ユ
ム
弐
ム
ふ
弐
ふ
み
Ｚ
み
孔
弐
４
，
４
，
～

１
数
）力

力

臣
～
臣
～

’

一

実
（

刈
刈
ｍ
＾
ｍ
６
８
８
５
６
１
５
３
４
９
３
２
２
３
０
４
５
０
５
６
７
６
一
ユ
ー
ー
ユ
２
２
．
２
．
４
．
４
．
４
．
４
．
４
・
４
．
４
．
４
・
４
．

年

年

、
貰
砺
２
３
，
５
６
，
８
９
・
。
・
鷺

大

昭



（
３
）

八
号
に
よ
り
「
軍
需
工
業
動
員
法
ノ
一
部
ヲ
支
那
事
変
二
適
用
ス
ル
件
」
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
適
用
に
あ
た
り
軍
需
工
場
、
事
業
場
の
管
理
、
使
用
、

収
用
を
目
的
と
し
て
工
場
事
業
場
管
理
令
（
一
九
三
七
年
九
月
二
五
日
勅
令
第
二
八
号
）
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
国
家
総
動
員
法
（
一
九
三
八

年
四
月
）
判
定
に
い
た
る
っ
な
ぎ
で
あ
っ
て
、
総
動
員
法
制
定
と
と
も
に
廃
止
さ
れ
た
。

　
国
家
総
動
員
法
（
一
九
三
八
年
四
月
一
日
法
律
第
五
五
号
）
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
主
た
勅
令
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

・
第
四
条
関
係
（
徴
用
制
度
）

　
国
民
徴
用
令
（
一
九
三
九
年
七
月
八
日
勅
令
第
四
五
一
号
）

　
国
民
勤
労
動
員
令
（
一
九
四
五
年
勅
令
第
九
四
号
）
１
第
六
条
関
係
を
含
む
ー

・
第
五
条
関
係
（
総
動
貝
業
務
へ
の
協
力
）

　
国
民
勤
労
報
国
協
力
令
（
一
九
四
一
年
一
一
月
二
三
日
勅
令
第
九
九
五
号
）

　
学
徒
勤
労
令
（
一
九
四
四
年
八
月
二
二
日
勅
令
第
五
一
八
号
）

　
女
子
挺
身
勤
労
令
（
一
九
四
四
年
八
月
二
三
日
勅
令
第
五
一
九
号
）

○
第
六
条
関
係
（
雇
入
、
解
雇
、
賃
銀
等
の
制
限
）

　
学
校
卒
業
者
使
用
制
限
令
（
一
九
三
八
年
八
月
二
四
日
勅
令
第
五
九
九
号
）

　
従
業
者
雇
入
制
限
令
（
一
九
三
九
年
三
月
三
一
日
勅
令
第
二
ニ
ハ
号
）

　
工
場
就
業
時
問
制
限
令
（
一
九
三
九
年
三
月
三
一
日
勅
令
第
二
一
七
号
）

　
貨
銀
統
制
令
（
一
九
三
九
年
三
月
三
一
日
勅
令
節
二
一
八
号
）

　
賃
銀
臨
時
措
置
令
（
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
八
日
勅
令
第
七
〇
五
号
）

　
青
少
年
雇
入
制
限
令
（
一
九
四
〇
年
二
月
一
日
勅
令
第
三
六
号
）

　
従
業
老
移
動
防
止
令
（
一
九
四
〇
年
一
一
月
九
日
勅
令
第
七
五
〇
号
）

　
労
務
調
整
令
（
一
九
四
一
年
二
一
月
八
日
勅
令
第
一
〇
六
三
号
）

　
重
要
事
業
場
労
務
管
班
令
（
一
九
四
二
年
二
月
二
五
目
勅
令
第
一
〇
六
号
）
－
第
七
条
関
係
（
争
議
行
為
の
制
限
禁
止
）
を
含
む
ー

・
第
一
一
条
関
係
（
会
杜
経
理
の
統
制
－
杜
員
給
与
の
統
制
）

　
会
杜
経
理
統
制
令
（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
一
九
日
勅
令
第
六
八
○
号
）

・
第
一
九
条
関
係
（
価
格
、
工
賃
等
の
制
限
）

労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
（
一
八
三
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

価
格
等
統
制
令
（
一
九
四
一
年
九
月
三
日
勅
令
箪
八
四
一
号
改
正
）

・
第
二
一
条
関
係
（
職
業
能
力
検
査
）

国
民
職
業
能
力
申
告
令
（
一
九
三
九
年
一
月
七
日
勅
令
第
五
号
）

・
箪
二
二
条
関
係
（
技
能
者
養
成
）

工
場
事
業
場
技
能
者
養
成
令
（
一
九
三
九
年
三
月
ゴ
ニ
日
勅
令
第
二
一
二
号
）

六
四
　
（
一
八
四
）

　
　
　
　
　
　
　
二
　
全
般
的
危
機
論
と
労
働
力
政
策

　
労
働
力
政
策
を
、
国
家
独
占
資
本
主
義
段
階
の
も
の
と
し
て
限
定
的
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
そ
の
ぼ
あ
い

帝
国
主
義
論
で
は
な
く
全
般
的
危
機
論
を
出
発
点
に
お
い
た
こ
と
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

般
的
危
機
論
の
基
本
的
部
分
を
構
成
す
る
も
の
は
帝
国
主
義
論
で
あ
る
。
閉
し
か
し
、
同
時
に
体
制
問
矛
盾
の
問
題
が
か
ら
ん
で
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
の
「
最
も
重
要
な
矛
盾
」
（
階
級
矛
盾
、
帝
国
主
義
裂
強
間
矛
盾
、
民
族
問
矛
盾
）
が
激
化
す
る
と
い
う
だ

げ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
錯
綜
し
た
諸
対
立
と
し
て
発
現
せ
し
め
る
。
そ
こ
で
は
階
級
闘
争
の
分
裂
問
題
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
拾
頭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
問
題
が
起
っ
て
く
る
。
閉
ま
た
そ
こ
で
は
、
　
「
独
占
に
固
有
の
停
滞
と
腐
朽
と
の
傾
向
」
の
ほ
か
に
、
軍
事
経
済
体
制
化
の
も
と

で
の
停
滞
と
そ
の
一
般
的
深
化
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
危
機
下
生
産
力
の
一
般
的
停
滞
の
も
と
で
の
軍
需
生
産
の
増

強
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
お
い
て
、
労
働
力
が
生
産
力
問
題
の
主
軸
と
な
る
段
階
は
、
こ
の
全
般
的
危
機
の
段
階
に
お
い
て
に
ほ
か

匁
ら
な
い
。
こ
の
意
味
で
、
限
定
さ
れ
た
意
味
で
の
労
働
力
政
策
の
理
解
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
は
全
般
的
危
機
論
と
の
関
係
に
お
い

て
把
握
さ
れ
た
げ
れ
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
全
般
的
危
機
論
で
の
主
要
な
問
題
の
一
っ
と
し
て
市
場
問
題
の
激
化
を
あ
げ
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
体
制
問
矛
盾



を
策
一
の
矛
盾
と
し
て
置
く
こ
と
と
か
か
わ
っ
て
い
る
。
市
場
問
題
激
化
の
内
容
は
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
の
問
題
で
あ
り
、
そ
の
ブ

ロ
ッ
ク
問
に
お
け
る
軍
事
的
、
政
治
的
、
経
済
的
対
立
激
化
の
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
市
場
問
題
激
化
の
も
と
で
は
、
階
級
的
対

立
の
漱
化
や
被
植
民
地
人
民
と
そ
の
宗
主
国
の
支
配
階
級
と
の
対
立
漱
化
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
資
本
主
義
の
体
制
強
化

が
必
要
と
な
る
。
資
本
主
義
は
そ
の
体
制
強
化
の
た
め
に
圧
制
支
舶
と
そ
の
維
持
の
た
め
の
経
済
軍
事
化
を
必
然
化
し
、
そ
の
体
制

は
最
も
ゆ
き
っ
い
た
と
こ
ろ
で
は
国
家
独
占
資
木
主
義
体
制
と
な
る
。
こ
の
経
済
軍
事
化
の
た
め
に
は
徹
底
し
た
合
埋
化
が
必
要
で

あ
る
。
日
本
資
木
主
義
の
合
理
化
で
は
、
昭
和
恐
慌
期
か
ら
準
戦
時
体
制
に
か
げ
て
、
繊
維
産
業
の
合
理
化
が
一
っ
の
軸
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
当
時
に
お
け
る
繊
維
産
業
が
日
本
資
本
主
義
の
戦
略
基
幹
産
業
で
あ
っ
て
、
激
化
し
た
世
界
市
場
競
争
の
も
と
で
効
率
よ
く

外
貨
を
稼
ぐ
た
め
に
必
要
な
合
理
化
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
円
市
場
か
ら
ド
ル
、
ポ
ソ
ド
市
場
へ
の
ダ
ソ
ピ
ー
グ
に
よ
る
市
場
転
換

で
稼
が
れ
た
外
貨
は
、
軍
需
資
材
の
備
蓄
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
合
理
化
は
技
術
的
改
善
や
新
鋭

機
械
導
入
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
劣
弱
な
生
産
力
し
か
も
ち
え
な
い
零
細
企
業
の
淘
汰
・
整
理
（
Ｈ
下
請
化
促
進
の
過
程
と
し
て
進
行
）

を
と
お
し
て
の
生
産
力
水
準
の
上
昇
を
意
図
し
た
も
の
で
し
か
次
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
合
理
化
過
程
は
、
原
料
・
資
材
の
統

制
を
通
じ
て
の
生
産
統
制
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
く
、
合
理
化
の
い
ま
一
っ
の
軸
で
あ
っ
た
鉄
鋼
業
は
、
合
併
集

中
に
ょ
っ
て
そ
の
合
理
化
を
お
こ
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
た
ん
に
鉄
鋼
業
の
み
の
合
理
化
で
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
目

本
製
鉄
株
式
会
杜
の
形
成
と
展
開
を
軸
と
し
て
日
本
資
本
主
義
の
全
軍
事
経
済
体
制
を
っ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
〔
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
の
鉄
－
石
炭
の
結
合
関
係
が
、
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
化
に
お
げ
る
再
生
産
構
造
に
お
い
て
そ
の
軸
と
し
て

成
立
し
た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
し
か
も
こ
う
し
た
軍
事
経
済
体
制
が
生
産
力
統
制
と
し
て
進
行
す
る
過
程
に
お
い
て
、
な
お
財

閥
は
重
化
学
工
業
化
と
生
産
の
集
積
と
を
な
し
と
げ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
よ
う
な
合
理
化
の
性
格
か
ら
す
れ
ぼ
、
戦
時

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
一
八
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
一
八
六
）

軍
需
生
産
の
拡
大
は
も
っ
ぱ
ら
量
的
拡
大
に
よ
る
ほ
か
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
。
す
で
に
。
労
働
力
需
要
の
拡
大
と
絶
対
的
不
足
の
原
因

が
み
ら
れ
る
。

　
こ
の
時
期
の
生
産
の
基
幹
的
担
い
手
は
熟
練
労
働
者
で
あ
り
、
こ
の
熟
練
工
を
軸
と
し
た
労
働
力
編
成
の
質
こ
そ
が
、
当
時
の
生

産
力
水
準
を
大
き
く
規
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
産
能
率
の
向
上
も
生
産
の
拡
大
も
、
す
べ
て
が
既
存
機
械
体
系

　
・
技
術
体
系
で
の
「
実
働
率
増
進
」
を
熟
練
工
に
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
以
外
に
は
な
し
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
軍
需
生
産

拡
大
の
た
め
の
工
場
増
設
は
す
ぐ
に
熟
練
工
不
足
の
問
題
を
ひ
き
お
こ
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
熟
練
工
を
中
心
と
す
る
労
働
力
不
足

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
問
題
の
発
生
は
そ
れ
ま
で
の
失
業
問
題
を
後
退
せ
し
め
、
労
働
問
題
と
し
て
は
賃
銀
問
題
を
前
面
に
お
し
だ
す
こ
と
と
た
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
労
働
力
不
足
問
題
が
労
働
者
の
移
動
率
や
稼
動
率
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
そ
の
解
決
を
賃
銀
額
や
賃
銀
政
策
に
頼
る

と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
労
働
力
不
足
が
移
動
率
や
稼
動
率
の
問
題
と
し
て
し
か
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
労
働
力
不
足
が
熟
練
工
不
足
を
中
心
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
は
、
一
つ
に
は
当
時
の
生
産
力
水
準
が

熟
練
工
を
軸
と
し
た
労
働
力
編
成
（
１
１
「
補
助
工
」
体
系
）
に
支
え
ら
れ
、
ま
た
専
門
技
能
労
働
者
の
実
働
率
が
生
産
増
強
の
唯
一
の

き
め
手
で
あ
り
、
同
時
に
機
械
の
実
働
率
上
昇
の
た
め
の
唯
一
の
方
策
で
あ
っ
た
よ
う
な
熟
練
工
の
役
割
と
、
い
ま
一
つ
は
そ
の
熟

練
工
の
養
成
が
そ
の
よ
う
な
労
働
力
編
成
に
お
げ
る
労
働
過
程
に
お
い
て
の
み
な
さ
れ
る
と
い
う
、
い
わ
ば
企
業
内
養
成
が
支
配
的

で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
か
ら
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
戦
争
に
よ
る
召
集
激
化
は
熟
練
工
不
足
に
一
層
の
抽
車
を
か
げ
た
の
み
で
な
く
、
労
働
力
給
源
の
一
般
的
潤
渇
す
ら
も
も
た
ら
し

．
た
。
機
械
化
を
阻
止
さ
れ
た
も
と
で
の
戦
時
増
産
体
制
は
、
炭
鉱
に
１
お
い
て
は
切
羽
の
増
設
と
不
熟
練
工
の
大
量
投
入
に
よ
っ
て
担

わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
熟
練
工
不
足
を
補
償
す
る
た
め
の
唯
一
の
方
策
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
不
熟
練
工
に
よ
る
代
替
は
そ
の
能
、



率
か
ら
し
て
熟
練
工
に
及
ぼ
な
い
の
は
も
と
よ
り
、
当
時
の
労
働
過
程
が
熟
練
工
を
軸
と
す
る
労
働
力
編
成
の
も
と
で
お
こ
な
わ
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
し
て
も
、
生
産
の
減
退
を
ま
ね
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
生
産
減
退
を
補
填
し
生
産
を
増
大
さ
せ
る

た
め
に
は
よ
り
一
屑
の
採
炭
切
羽
の
拡
大
と
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
投
入
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
熟
練
工
不
足
の
問

題
は
曲
辰
村
過
剰
人
口
の
解
消
と
と
も
に
不
熟
練
工
を
ふ
く
め
た
労
働
力
の
一
般
的
・
絶
対
的
不
足
を
も
た
ら
し
、
戦
争
末
期
に
。
は
こ

う
し
た
不
熟
練
労
働
力
の
一
層
の
劣
質
化
（
Ｈ
婦
人
・
年
少
労
働
者
、
植
民
地
労
働
者
へ
の
置
き
か
え
）
と
こ
れ
ら
劣
質
労
働
力
の
強
制
的

調
達
（
Ｈ
微
用
）
と
を
結
果
し
た
。
こ
う
し
た
生
産
関
係
（
Ｈ
剰
余
価
値
生
産
）
の
問
題
は
生
産
力
（
こ
こ
で
は
と
り
わ
げ
労
働
力
）
の
問
題

と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
生
産
力
停
滞
と
そ
の
補
填
の
た
め
の
生
産
力
の
問
題
は
、
剰
余
価
値
生
産
の
方
式
、
す
な
わ
ち

生
産
閑
係
に
お
げ
る
具
体
的
諦
形
態
の
問
題
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
下
の
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
の
成
立

も
こ
の
よ
う
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
ば
あ
い
に
は
、
生
産
力
停
滞
の
補
填
の
た
め
の
生
産
力

政
策
の
体
系
成
立
を
抜
き
に
し
て
国
家
独
占
資
本
主
義
の
特
賃
は
閉
ら
か
に
し
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
労
働
力
不
足

を
主
内
容
と
す
る
労
働
問
題
と
し
て
発
現
し
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
労
働
力
給
源
問
題
が
提
起
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
労
働
力
給
源
問

題
に
つ
い
て
は
別
に
述
べ
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
特
に
、
農
民
層
分
解
が
小
農
制
農
業
の
も
と
で
し
か
も
農
業
生
産
力
の
一
般
的
停

（
６
）

滞
が
み
ら
れ
る
と
き
、
戦
時
応
召
者
の
増
大
過
程
で
は
農
村
の
労
働
力
供
給
能
力
は
か
か
る
巨
大
な
労
働
力
需
要
に
ー
た
い
し
て
は
相

対
的
に
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

　
熟
練
工
不
足
か
ら
労
働
力
の
一
般
的
・
絶
対
的
不
足
へ
と
展
開
す
る
に
お
い
て
、
資
本
に
と
っ
て
の
労
働
力
不
足
問
題
は
労
働
力

移
動
や
稼
働
率
の
問
題
か
ら
労
務
配
置
（
就
業
制
限
や
権
力
的
動
員
に
ょ
る
労
働
力
化
政
策
）
問
題
へ
と
移
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
労
働

力
不
足
は
、
生
産
力
の
一
般
的
停
滞
下
に
お
げ
る
資
本
蓄
積
が
熟
練
労
働
力
の
不
熟
練
労
働
力
に
よ
る
置
き
か
え
（
絶
対
的
賃
金
の
引

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
一
八
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
　
六
八
　
（
一
八
八
）

き
下
げ
）
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
不
熟
練
労
働
力
に
た
い
す
る
需
要
の
絶
対
的
増
大
を
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
こ
の
不
熟
練
（
低
賃
銀
）
労
働
カ
ヘ
の
需
要
を
充
足
す
る
た
め
の
労
働
力
化
政
策
が
要
請
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
同
時
に
低
賃
銀

の
制
度
的
保
証
（
賃
狼
続
制
）
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
労
働
力
政
策
が
実
際
は
賃
銀
政
策
を
内
容
と
し
、
生

産
力
政
策
の
内
容
も
ま
た
生
産
関
係
（
剰
余
価
値
牛
産
）
の
問
題
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
戦
時
）
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
下
に
あ
っ
て
、
労
働
問
題
が
い
か
に
も
労
働
力
問
題
で
あ
る
か
の
ご
と
く
あ
ら
わ
れ
、
ま
た
そ

の
よ
う
な
労
働
力
問
題
の
枠
内
に
お
い
て
階
級
的
対
抗
関
係
が
賃
銀
制
度
の
矛
盾
と
し
て
で
な
く
賃
銀
額
の
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

る
た
め
に
は
、
一
種
の
「
産
業
民
主
制
」
の
虚
構
ひ
成
立
を
前
提
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
戦
時
体
制
の
も
と
で
は
、
軍
需
会
杜
法

（
一
九
四
三
年
一
〇
月
三
一
日
）
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
企
業
の
「
国
家
性
」
、
労
働
組
合
の
解
散
と
産
業
報
国
会
運
動
、
そ
し
て
重
要

事
業
場
労
務
符
理
令
（
一
九
四
二
年
二
月
二
五
日
）
は
、
ま
さ
に
戦
時
体
制
下
に
知
げ
る
「
産
業
民
主
制
」
の
強
権
的
保
証
以
外
の
何
も

の
で
も
な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
戦
時
体
制
下
の
強
権
的
「
産
業
民
主
制
」
こ
そ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
的
賃
労
働

関
係
と
そ
こ
で
の
強
糊
労
働
と
を
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
強
権
的
「
産
業
民
主
制
」
が
国
家
権
力
に
よ
っ
て
生
み

だ
さ
れ
た
か
ぎ
り
で
は
虚
構
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
実
質
的
に
は
労
働
組
合
主
義
に
も
と
づ
く
「
産
業
民
主
制
」
と
同
じ

内
容
を
も
ち
え
た
と
い
え
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
強
権
的
「
庇
業
民
主
制
」
に
お
い
て
、
労
働
組
合
が
あ
っ
た
わ
げ
で
は
な
く
、

ま
た
そ
こ
に
民
主
的
労
働
組
合
組
織
が
あ
っ
た
わ
げ
で
も
な
い
。
し
た
が
っ
て
厳
密
に
は
強
権
的
「
産
業
民
主
制
」
は
「
産
業
民
主

制
」
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
い
か
に
強
権
的
な
性
格
を
も
ち
、
労
働
条
件
に
つ
い
て
は
一
さ
い
ふ
れ
な
い
産
業
報
国
会
組
織

で
あ
れ
、
と
も
か
く
そ
う
い
う
労
働
者
組
織
次
し
に
は
生
産
が
な
し
え
な
い
と
い
う
こ
と
。
ま
た
産
業
報
国
会
組
織
が
労
務
管
理
組

織
を
補
完
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
産
業
報
国
会
組
織
と
労
働
組
合
組
織
そ
の
も
の
の
差
異
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
う
し



た
糾
織
的
差
異
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
貧
労
働
閑
斥
を
基
炊
に
し
て
み
た
ぼ
あ
い
の
客
概
的
役
割
、
す
な
わ
ち
困
家
独
山
資
本
主
義
体

制
に
お
け
る
労
働
組
合
主
義
労
働
考
糾
繊
の
役
割
に
お
い
て
本
貰
的
に
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ね
ぼ
な
る
ま
い
。
こ
う
し
た
問

魑
は
実
託
的
分
析
に
よ
っ
て
閉
ら
か
に
せ
ね
ぼ
た
ら
な
い
課
題
で
あ
り
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
仮
説
に
・
過
ぎ
な
い
に
し
て
も
、
　
「
産
業

民
主
制
」
そ
の
も
の
が
階
級
的
視
点
か
ら
す
れ
ぼ
一
っ
の
虚
構
に
過
ぎ
友
い
も
の
で
あ
り
、
労
働
者
組
織
の
構
成
や
機
能
に
お
け
る

差
異
は
強
権
的
「
産
業
民
主
制
」
の
瑚
定
に
と
っ
て
は
二
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
戦
時
体
制
に
あ
っ
て
、
と
も
か
く
か
か
る

労
働
者
組
織
を
育
成
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
強
権
的
一
、
産
芙
民
主
側
」
が
「
産
業
氏
主
捌
」
と
同
じ
虚
構
に
・
過

ぎ
な
い
と
い
う
理
由
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
産
菜
報
因
会
を
し
て
労
働
強
制
組
織
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

側
面
の
み
で
と
ら
え
る
の
で
た
く
、
そ
れ
を
労
働
者
組
織
と
し
て
と
ら
え
、
運
動
展
閑
と
と
も
に
「
労
働
者
の
白
主
性
喪
失
」
過
程

と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
労
働
力
政
策
は
、
こ
の
よ
う
な
諾
関
係
な
い
し
消
織
構
の
上
に
お
い
て
の
み
成
立
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
ゆ

え
に
労
働
力
政
策
は
そ
れ
〔
身
体
系
的
で
あ
る
と
と
も
に
、
他
の
全
政
策
体
系
と
一
体
化
し
た
体
系
的
政
策
で
あ
ら
ね
ぼ
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
も
は
や
そ
れ
は
国
家
独
十
口
質
本
主
義
と
い
う
一
っ
の
体
制
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
ｃ

　
　
（
ユ
）
　
全
般
的
危
校
論
の
基
本
的
構
成
部
分
を
帝
国
主
義
論
と
体
制
問
矛
盾
に
賛
く
こ
と
（
吉
村
正
晴
「
帝
国
主
議
論
と
全
般
的
危
機
論
」
井
汲
卓
一
等

　
　
　
編
『
現
代
帝
因
主
義
講
座
節
一
巻
」
日
本
詐
諭
杜
、
閉
和
三
八
年
、
四
八
頁
）
は
重
要
な
示
唆
と
い
え
よ
う
。
と
り
わ
け
全
般
的
危
機
諭
と
し
て
は

　
　
　
帝
胃
主
義
論
を
某
底
に
お
か
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
２
）
　
イ
・
ス
タ
ー
－
リ
ソ
「
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
基
礎
に
ー
つ
い
て
」
　
『
ス
タ
ー
リ
ノ
全
集
』
第
六
巻
、
，
入
月
書
店
、
昭
和
二
七
年
、
八
七
－
九
頁
。

　
　
（
３
）
　
レ
ー
ニ
ソ
『
帝
国
主
義
」
宇
高
基
輔
六
、
片
波
文
庫
昭
和
三
一
年
、
一
六
三
貝
。

　
（
４
）
　
失
業
率
は
昭
和
七
年
頃
を
頂
点
と
し
、
以
後
減
少
し
、
胴
和
二
一
年
に
は
昭
和
初
年
の
水
準
を
割
り
さ
え
し
た
（
付
表
２
）
。

　
　
（
５
）
　
「
生
産
増
強
」
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、
職
長
制
度
の
普
及
努
力
や
五
人
組
制
度
の
碓
一
、
一
な
ど
、
労
働
力
繍
成
の
た
め
の
制
度
的
補
充
が
は
か
ら

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
一
八
九
）
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率業失びよお者業失定推２表付

他
働

の
労

３
６
２
７
９
０
６
１
卯
０
７
８
２
６
１
２
０
７
０
２
１

率そ
の
者

３
４
４
５
３
３
２
２
一
２
一
－
一
－
一

；
■
　
　
■
　
　
■

■

■
一

傭
者

’

１
６
６
９
７
ユ
２
８
５
０
０

１
２
８
５
６
３
６
９
７
３
４

む優

，
　
　
　
．
７
８
９
１
０
０
９
８
７
一
６
５
一

日
労

１
■
１
■
１
■

業
料
者

５
２
８
９
２
６
６
０
ユ
９
９

活

８
４
２
８
２
９
８
７
４
８
５

給
生

３
４
４
４
４
３
３
３
３
２
一
－
一

失
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
－
■

■

『
　
　
　
；
　
－

３
３
２
８
７
１
６
５
６
５
７

計

３
２
９
８
６
０
６
３
７
０
２

４
５
５
６
５
５
４
４
３
３
２
一

’

－

■

者

５
９
０
８
３
８
７
５
１
１
０

業

９
９
５
６
５
１
５
５
４
０
２
０
７
２
１
８
３
５
８
５
９
８

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

４
６
３
９
３
４
６
０
９
ユ
８

失

９
６
１
８
１
７
５
４
９
４
８

２
３
４
４
４
３
３
３
２
２
１

１
■
■
■
■
　
　
『

１
７
８
２
７
３
６
６
１
３
９
１

口

７
９
７
４
１
６
９
１
７
４
１
７
５
０
３
２
０
３
０
８
４
２

人

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

査

８
２
６
９
０
３
８
３
７
８
５
９
１
７
０
０
７
５
４
５
３
１
７
０
９
ユ
３
４
６
８
９
９
３

周
…
瓦

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

，

６
７
６
７
７
７
７
７
７
７
８

■

次

４
５
６
７
８
９
０
１
２
３
４

１
１
一
１
１
一
１
■
１
↓
■
■

和

年

刀
口

回

月
　
　
７
６

定
　
　
１
２

推況
　
年

状
　
　
３
６

業
　
　
和

失
　
　
昭

『
部
　
　
巻

働
　
　
－

労
　
第

省
　
　
』

生
　
　
吏

厚
　
政
。

　
　
行
成

局
　
働
作

会
　
労
り

社
』
『
よ

省
要
省
頁

務
概
働
７

内
報
労
一

）
　
　
　
　
）

１
－
一
　
　
　
ｎ
６

）考

吐
刷

七

（
６
）

（
７
）

七
〇
（
一
九
〇
）

れ
た
が
、
こ
れ
は
熟
練
工
を
軸
と
す
る
労
働
体
系
の
崩
壌
の
進
行

に
た
い
す
る
対
応
措
置
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
補
助
工
体
系
に

よ
る
専
門
技
能
労
働
者
の
能
率
向
上
は
、
熟
練
工
を
軸
と
す
る
労

働
力
編
成
に
お
い
て
可
能
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
熟
練
工
不
足
の
も
と
で
は
、
そ
れ
を
補
完
す
る
何
ら
か
の
措
置

な
し
に
は
機
械
実
働
率
の
増
進
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
農
業
生
産
力
の
一
般
的
停
滞
は
、
総
耕
地
面
積
、
米
穀
生
産
高
、

労
働
生
産
性
の
三
っ
の
指
標
に
お
い
て
停
滞
を
示
し
て
い
る
（
阪

本
楠
彦
『
日
本
農
業
の
経
済
法
則
』
第
一
章
第
一
節
「
停
滞
の
実

態
」
東
大
出
版
会
、
昭
和
三
三
年
参
照
）
。

　
「
産
業
民
主
制
」
は
組
合
民
主
主
義
の
組
織
論
的
問
題
で
は
あ

る
が
、
そ
れ
は
労
資
関
係
に
た
い
す
る
あ
る
一
定
の
理
解
の
上
に

立
っ
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
労
資

協
調
的
関
係
の
枠
内
で
の
「
組
合
民
主
主
義
」
の
間
題
で
あ
る
。

な
お
「
産
業
民
主
制
」
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
っ
己
旨
０
く
～
目
Ｐ
団
＄
Ｒ
－
８

オ
の
事
二
邑
易
三
巴
一
Ｕ
Ｏ
旨
◎
Ｏ
§
２
（
－
◎
己
◎
Ｐ
Ｈ
・
。
彗
）
高
野

　
　
岩
三
郎
監
訳
覆
刻
版
、
法
政
大
学
出
版
局
、
昭
和
四
四
年
、
参
照
の
こ
と
。

（
８
）
　
下
山
房
雄
『
日
本
賃
金
学
説
史
』
日
本
評
論
杜
、
昭
和
四
一
年
、
二
〇
頁
以
降
。

三
　
国
家
独
占
資
本
主
義
論
と
労
働
力
政
策

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
大
恐
慌
は
世
界
資
本
主
義
の
相
対
的
安
定
期
を
お
わ
ら
せ
る
と
と
も
に
ブ
ロ
ッ
ク
的
対
立
を
激
化
さ

せ
た
。
こ
の
ブ
ロ
ヅ
ク
対
立
の
激
化
は
国
家
問
、
支
配
・
被
支
配
民
族
問
の
対
立
を
激
化
さ
せ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
国
内
階
級
対



立
を
一
層
尖
鋭
な
も
の
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
諸
矛
盾
の
激
化
は
、
資
本
主
義
を
補
強
し
ブ
ロ
ッ
ク
の
強
化
の
た
め
の
軍
事
的
・
経

済
的
体
制
を
生
み
だ
し
た
。
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
は
こ
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
。
そ
．
れ
は
第
二
次
大
戦
後
の
世
界
体
制
と
し

て
の
国
宗
独
占
資
本
主
義
と
は
段
階
的
に
異
な
る
。
こ
の
差
異
は
、
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
の
深
化
の
段
階
に
対
応
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
両
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
諸
矛
盾
の
賃
労
働
関
係
に
た
い
す
る
規
定
性
は
帝
国
主
義
諸
ブ
ロ
ヅ
ク
体
制

下
の
植
民
地
収
奪
体
系
と
ア
メ
リ
ヵ
に
よ
る
世
界
資
本
主
義
支
配
体
制
下
の
（
旧
）
植
民
地
国
等
従
属
国
収
奪
体
系
と
の
差
異
で
あ
る
。

こ
の
賃
労
働
関
係
の
特
質
に
お
い
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
は
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
国
家
独
占
資
本
主
義
の

低
賃
銀
基
盤
な
い
し
そ
の
構
造
に
お
い
て
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
段
階
は
区
別
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
資
本
主
義
の
戦
時
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
の
賃
労
働
関
係
の
基
底
は
植
民
地
農
業
の
徹
底
的
収
奪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
あ
っ
た
。
明
治
末
年
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
頃
に
か
け
て
の
植
民
地
地
主
制
の
急
展
開
は
、
安
い
植
民
地
米
移
入
の
条
件
と
な
っ

た
し
、
そ
れ
は
ま
た
米
穀
法
に
よ
る
実
質
的
価
格
統
制
と
と
も
に
、
国
内
寄
生
地
主
制
の
変
貌
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

た
ん
に
日
本
資
本
主
義
の
低
米
価
・
低
賃
銀
構
造
を
生
み
だ
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
零
細
不
耕
作
地
主
の
自
作
農
化
（
こ
の
こ
と
は
農

業
恐
慌
に
ょ
っ
て
一
層
促
進
さ
れ
た
）
と
工
業
恐
慌
の
併
行
に
ょ
る
出
稼
、
離
農
の
停
滞
と
都
市
失
業
者
の
帰
農
を
原
因
と
す
る
土
地
闘

争
の
激
化
を
生
み
、
こ
の
こ
と
が
そ
こ
で
の
過
剰
労
働
力
の
特
殊
構
造
と
結
合
し
た
低
賃
銀
労
働
を
生
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
お
い
て
は
、
植
民
地
喪
失
に
－
よ
っ
て
国
内
農
業
問
題
は
直
接
に
独
占
資
本
復
活
の
た
め
の
基
盤
と
な

ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
国
内
・
国
外
市
場
を
崩
壌
さ
れ
た
日
本
資
本
主
義
に
と
っ
て
、
労
働
力
問
題
は
直
接
に
は
低
米
価
問
題
と

し
て
課
題
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
時
期
そ
れ
は
相
対
的
過
剰
人
口
（
労
働
力
給
源
）
は
都
市
失
業
者
層
を
中
心
に
形
成
さ

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
　
（
一
九
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
一
九
二
）

れ
、
農
業
過
剰
人
口
は
二
次
的
汰
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
土
地
制
度
の
改
革
（
土
地
改
革
と
は
な
ら
な
か
っ
た
）
に
ょ
る
農
業

生
産
の
拡
大
と
米
価
統
制
が
軸
と
な
り
、
農
地
改
革
に
よ
る
小
農
制
の
拡
大
は
都
市
失
業
者
層
の
存
在
と
と
も
に
農
村
過
剰
人
口
に

つ
い
て
は
こ
れ
を
潜
在
化
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
農
業
問
題
は
こ
の
時
期
で
は
食
糧
賃
銀
問
題
と
し
て
課
題
化
さ

れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
再
生
産
構
造
は
、
戦
後
の
対
米
従
属
化
が
進
行
す
る
な
か
で
の
資
本
循

環
構
造
の
変
化
と
と
も
に
、
資
本
蓄
積
の
構
造
も
変
化
し
、
そ
れ
と
と
も
に
再
生
産
構
造
に
お
げ
る
農
業
の
位
置
も
変
化
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
こ
の
時
期
の
農
業
問
題
は
そ
の
課
題
を
変
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は
日
本
資
本
主
義
が
産

業
合
理
化
に
よ
る
低
賃
銀
労
働
力
の
大
量
利
用
（
「
成
長
産
業
」
と
い
わ
れ
る
も
の
が
、
ほ
と
ん
ど
労
働
集
約
型
の
産
業
で
あ
る
こ
と
と
、
そ
れ

ら
の
産
業
が
軸
と
な
っ
て
進
行
す
る
産
業
再
編
成
に
お
い
て
）
を
強
化
す
る
過
程
に
お
げ
る
労
働
力
不
足
の
顕
在
化
に
よ
っ
て
、
こ
の
労
働

力
不
足
と
関
連
し
て
の
農
業
問
題
の
課
題
化
、
し
た
が
っ
て
農
民
層
分
解
の
権
力
的
強
行
過
程
と
し
て
の
農
業
問
題
へ
と
転
化
し
た

の
で
あ
る
。
農
業
問
題
は
賃
労
働
関
係
の
基
底
と
し
て
不
可
欠
の
問
題
で
あ
り
、
国
家
独
占
資
本
主
義
下
の
賃
労
働
に
つ
い
て
は
、

農
業
問
題
と
り
わ
け
農
業
危
機
の
問
題
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
ゆ
え
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
賃
労
働
関
係
論
と
し
て
は
、
○
Ｏ
資
本
主
義
の
全
般
的
危
機
下
の
生
産
力
停
滞
と
そ
こ
で
の
価

値
増
殖
過
程
の
問
題
、
吻
賃
労
働
関
係
基
底
と
し
て
の
再
生
産
構
造
基
底
の
問
題
、
倒
後
で
述
べ
る
が
、
鉄
－
石
炭
な
い
し
鉄
－
石

油
と
い
う
再
生
産
構
造
の
基
軸
と
そ
の
軸
を
中
心
に
し
た
構
造
体
系
と
し
て
の
生
産
関
係
体
系
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。

し
か
も
、
こ
の
生
産
関
係
体
系
の
形
成
過
程
が
っ
ね
に
労
働
力
体
系
と
し
て
問
題
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制

の
特
質
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
問
題
は
、
再
生
産
構
造
基
底
（
１
－
賃
労
働
関
係
基
底
）
の
再
編
成
に
付
随
し
て
発
生
す
る
。
そ
れ
は
労



働
力
（
低
賃
鎮
労
働
力
）
不
足
と
労
働
力
創
出
と
し
て
表
出
す
る
。
こ
の
よ
う
に
労
働
力
問
趣
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
の
は
、
さ
き
に
の

べ
た
よ
う
に
、
そ
れ
は
生
唐
力
の
一
般
的
停
滞
下
の
合
理
化
（
Ｈ
不
熟
練
労
働
力
の
大
最
利
用
）
と
い
う
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
う
し
た
不
熟
練
労
働
力
す
な
わ
ち
低
賃
銀
労
働
力
の
大
量
利
用
が
こ
れ
ま
で
の
賃
労
働
関
係
基
底
の
再
編
成
な
し
に
は
不
可
能
な

と
こ
ろ
ま
で
に
達
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
因
家
独
占
資
本
主
義
労
働
力
政
策
は
労
働
力
創
出
政
策
と
し
て
あ
ら
わ

れ
ざ
る
を
え
な
い
Ｃ
し
か
し
、
そ
れ
が
熟
練
労
働
力
と
不
熟
練
労
働
力
の
置
き
か
え
で
あ
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
不
熟
練
労
働
力

市
場
の
強
権
的
拡
大
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、
同
時
に
、
そ
れ
ら
不
熟
練
労
働
力
の
利
用
に
関
す
る
諾
制
限
の
排
除
（
ｕ
杜
会
政
策
の

後
退
）
と
、
労
働
過
程
へ
の
緊
縛
の
た
め
の
労
務
管
現
政
策
を
随
伴
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
　
こ
う
し
て
労
働
力
政
策
は
体
系
的
で
あ
ら

ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
Ｃ
す
な
わ
ち
、
同
家
独
占
資
本
主
義
労
働
力
政
策
は
、
国
家
政
策
と
企
業
労
務
管
理
の
一
体
化
（
戟
時
労
務

管
理
は
そ
の
典
型
で
あ
る
）
と
、
労
働
者
保
護
政
策
の
綾
小
化
（
労
働
力
政
策
体
系
へ
の
包
挟
と
と
も
に
）
を
内
容
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
日
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
労
働
力
政
策
の
展
開
は
、
一
九
三
七
年
の
日
中
戦
争
勃
発
を
直
接
の
契
機
と
す
る
労
働
市
場
の
強
権
的

拡
大
と
し
て
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
主
要
な
指
標
と
し
て
、
軍
需
工
業
動
員
法
の
一
都
火
施
（
一
九
三
七
年
九
月
一
〇
Ｈ
）
、
職
業
紹
介
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

改
正
（
一
九
三
八
年
四
月
一
日
、
法
律
第
六
一
号
）
を
あ
げ
う
る
。
こ
れ
ら
は
、
総
動
員
法
（
一
九
三
八
年
四
月
一
日
、
法
律
第
五
五
号
）
に

よ
っ
て
以
後
急
速
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
労
働
市
場
の
強
権
的
払
張
過
程
は
、
工
場
管
理
令
（
一
九
三
七
年
九
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

二
四
日
）
に
よ
る
軍
需
工
場
の
統
制
管
理
の
強
化
と
一
体
化
し
て
遊
行
し
た
。
　
そ
れ
は
準
戦
時
体
制
の
成
立
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

っ
て
、
戦
争
目
的
の
た
め
の
こ
の
所
有
の
私
的
性
格
の
一
時
的
制
限
と
企
業
へ
の
「
国
家
性
」
の
賦
与
は
、
賃
労
働
関
係
を
陰
蔽
し

た
協
調
的
関
係
と
し
て
の
労
使
関
係
を
擬
制
し
さ
え
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
労
使
関
係
と
し
て
の
擬
制
の
上
に
お
い
て
の
み
、
太

平
洋
戦
争
の
勃
発
に
よ
る
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
に
た
い
し
、
労
働
力
創
出
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
保
護
さ
え
が
主
張
さ
れ
る
に
い
た

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
一
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
一
九
四
）

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
　
「
労
働
力
を
で
き
る
限
り
保
全
し
、
長
期
戦
に
即
応
す
る
体
制
を
と
る
と
と
も
に
、
そ
の
合
理
的
な
活
用
に
よ

っ
て
能
率
を
最
大
限
に
発
揮
せ
し
め
る
こ
と
は
労
務
配
置
の
問
題
と
な
ら
ん
で
喫
緊
の
要
務
」
と
な
り
、
こ
こ
に
労
働
者
保
護
政
策

が
労
働
力
政
策
体
系
の
中
に
倭
小
化
さ
れ
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
労
働
力
政
策
に
包
摂
さ
れ
た
労
働
者
保
護
政
策
は
、
杜
会
政
策
立
法
（
１
１
工
場
法
と
団
結
法
）
の
後
退
と
杜
会
保
険
法
の
強
化
・
整

備
に
よ
る
体
系
転
換
過
程
と
し
て
進
行
し
た
。

　
工
場
法
体
系
の
構
造
は
、
諾
産
業
法
（
た
と
え
ぼ
鉱
業
法
）
、
厚
生
法
（
た
と
え
ぼ
商
店
法
）
に
補
完
さ
れ
た
工
場
法
と
、
労
働
者
扶
助

諸
法
、
杜
会
保
険
諾
法
、
労
働
市
場
に
関
す
る
諾
法
（
た
と
え
ば
職
業
紹
介
法
）
の
関
係
法
規
か
ら
な
る
と
い
え
よ
う
。
一
九
二
年

制
定
の
工
場
法
は
、
そ
の
施
行
を
一
九
一
六
年
ま
で
延
期
さ
れ
た
が
、
一
応
の
体
系
的
完
成
は
一
九
二
一
年
頃
ま
で
か
か
り
、
し
た

が
っ
て
一
九
二
三
年
の
工
場
法
改
正
に
よ
っ
て
ほ
ぽ
体
系
的
完
成
を
み
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
工
場
法
は
ほ
ぽ
大
正
年

問
を
通
じ
て
体
系
的
完
成
を
み
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
二
九
年
の
工
場
法
改
正
で
、
労
働
者
災
害
扶
助
法
（
一
九
三
一
年
四
月

一
日
、
法
律
第
五
四
号
）
に
よ
っ
て
労
働
者
扶
助
は
工
場
法
鉱
業
法
適
用
外
の
労
働
者
へ
の
扶
助
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら

に
扶
助
責
任
を
企
業
者
に
完
う
さ
せ
る
べ
く
労
働
者
災
害
扶
助
責
任
保
険
法
（
一
九
三
一
年
一
一
月
二
七
日
、
勅
令
第
二
七
六
号
）
が
制
定

さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
杜
会
保
険
体
系
が
健
康
保
険
法
（
一
九
二
二
年
四
月
二
一
百
、
法
律
第
七
〇
号
）
と
と
も
に
一
応
成
立
し
た
と
い

え
よ
う
。
一
九
三
五
年
の
工
場
法
改
正
は
、
汽
罐
敢
締
令
（
一
九
三
五
年
四
月
九
日
、
内
務
省
令
第
二
〇
号
）
、
退
職
積
立
金
及
退
職
手
当

法
（
一
九
三
六
年
六
月
三
日
、
法
律
第
四
二
号
）
の
制
定
に
よ
っ
て
一
層
整
備
・
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
七

年
の
戦
争
開
始
と
と
も
に
、
商
店
法
（
一
九
三
八
年
三
月
二
六
日
、
法
律
箪
二
八
号
）
制
定
な
ど
前
進
的
側
面
が
な
い
わ
げ
で
は
な
か
っ

た
が
、
戦
争
体
制
へ
の
移
行
に
と
も
な
う
労
働
者
保
護
法
の
一
部
緩
和
（
後
退
）
が
始
っ
た
。
厚
生
省
杜
会
局
通
牒
「
軍
需
品
工
場
ノ



年
少
者
及
女
子
労
働
者
ノ
就
業
時
閉
並
休
ロ
ノ
取
扱
二
関
ス
ル
件
」
（
一
九
三
七
年
七
月
一
四
Ｈ
）
は
軍
需
工
場
に
つ
い
て
軍
部
の
証
明

あ
る
ぼ
あ
い
の
工
場
法
第
八
条
第
二
項
（
保
確
職
工
の
枕
業
叶
岬
お
よ
び
休
ｎ
口
の
側
以
）
の
緩
和
を
は
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
杜
会

局
長
官
よ
り
各
地
方
長
竹
宛
の
通
牒
「
車
需
品
工
場
二
於
ケ
ル
保
護
職
エ
ノ
就
茱
時
閉
ノ
延
長
並
休
日
庵
止
ノ
許
可
二
関
ス
ル
件
」

（
一
九
三
七
年
一
〇
月
八
日
）
、
同
じ
く
杜
会
局
艮
官
名
の
各
鉱
山
監
督
局
長
宛
通
牒
「
事
変
ノ
際
二
於
ケ
ル
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
ノ
取

扱
二
関
ス
ル
件
」
（
一
九
三
七
年
一
〇
月
八
日
）
な
ど
に
よ
っ
て
、
軍
需
工
場
に
お
け
る
制
限
規
定
の
緩
和
．
後
退
が
始
っ
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
緩
和
・
後
退
は
進
み
、
　
「
女
子
ノ
坑
内
就
業
二
関
ス
ル
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
第
一
一
条
の
二
第
一
項

の
特
例
二
関
ス
ル
件
」
（
一
九
三
九
年
八
月
二
九
日
、
厚
牛
右
令
第
二
八
号
）
に
よ
る
女
子
鉱
内
労
働
の
側
限
緩
和
、
　
「
技
能
者
養
成
ノ
為

ノ
鉱
夫
労
役
扶
助
規
則
第
一
一
条
ノ
ニ
ノ
特
例
二
関
ス
ル
件
」
（
一
九
四
〇
年
四
月
一
五
日
、
序
生
劣
令
第
二
一
号
）
に
よ
る
保
護
職
工
保

護
規
定
の
後
退
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
四
三
年
に
は
、
工
場
法
戦
時
特
例
（
同
年
六
月
一
五
日
、
勅
令
狢
五
〇
〇
号
）
に
よ
っ
て
工
場
法

の
一
部
施
行
停
止
に
い
た
り
、
い
ま
や
制
眼
緩
和
、
後
退
は
全
面
的
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
鉱
夫
就
業
扶
助
規
則
に
つ

い
て
も
、
　
「
特
例
二
関
ス
ル
件
」
が
公
布
・
施
行
（
一
九
四
三
年
六
月
一
六
日
、
厚
生
省
雄
二
一
号
）
さ
れ
た
。

　
こ
う
し
て
、
工
場
法
体
系
中
工
場
法
、
労
働
者
扶
助
法
関
係
の
後
退
の
他
方
で
は
、
杜
会
保
険
法
、
労
働
市
場
法
関
係
は
急
速
に

拡
大
・
体
系
化
さ
れ
た
。
杜
会
保
険
法
に
－
っ
い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
法
（
一
九
三
八
年
四
月
一
日
、
法
律
猪
六
〇
号
）
、
　
職
員
健
康
保

険
法
（
一
九
三
九
年
四
月
六
日
、
法
律
第
七
二
号
）
な
ど
戦
争
開
始
、
労
働
者
保
護
の
た
め
の
諸
制
限
の
緩
和
、
後
退
と
同
時
に
逆
に
拡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

大
・
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
戦
争
体
制
強
化
と
と
も
に
、
一
九
四
一
年
に
は
労
働
者
年
金
保
険
法
（
同
年
三
月
一
一
日
、
法
律
塘
六
〇
号
）

が
実
施
さ
れ
る
な
ど
の
一
層
の
拡
張
を
み
た
。
労
働
市
場
に
関
す
る
も
の
に
っ
い
て
は
、
一
九
三
八
年
頃
か
ら
労
務
統
制
が
始
り
、

総
動
員
体
制
が
急
速
に
展
開
し
、
ほ
ぽ
一
九
四
〇
年
ま
で
に
は
体
系
は
完
成
さ
れ
、
以
後
は
そ
の
強
化
．
整
理
過
程
に
ほ
か
な
ら
な

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
一
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五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
（
一
九
六
）

か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
戦
争
体
制
強
化
と
と
も
に
、
工
場
法
体
系
は
そ
の
構
造
を
大
き
く
変
え
、
ま
た
こ
の
構
造
的
変
化
を
軸
と

し
て
労
働
力
政
策
が
形
成
さ
れ
て
行
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
（
付
麦
３
参
照
）
。
も
ち
ろ
ん
、
労
働
力
政
策
成
立
過
程
は
、
こ
の
工

場
法
体
系
の
み
な
ら
ず
、
も
う
一
っ
の
杜
会
政
策
立
法
で
あ
る
団
結
法
と
の
関
連
に
お
い
て
も
み
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
労
働
組
合
法
に
つ
い
て
は
、
幾
度
も
問
題
に
な
り
つ
つ
も
遂
に
成
立
を
み
な
か
っ
た
が
、
労
働
争
議
調
定
法
（
一
九
二
六
年
四
月
八

日
、
法
律
第
五
七
号
）
は
治
安
警
察
法
第
一
七
条
お
よ
び
第
三
〇
条
削
除
に
か
わ
る
も
の
と
し
て
制
定
さ
れ
、
労
働
者
の
権
利
保
護
よ

り
も
さ
き
に
、
権
利
制
限
が
治
安
維
持
の
目
的
で
も
っ
て
行
な
わ
れ
た
。
重
要
事
業
場
管
理
令
、
軍
需
会
杜
法
、
重
要
事
業
場
労
務

管
理
令
な
ど
の
諾
法
令
に
よ
っ
て
、
労
働
そ
の
も
の
が
統
制
さ
れ
て
ゆ
き
、
労
働
争
議
調
停
法
は
そ
の
よ
う
な
労
務
統
制
の
形
成
・

強
化
と
と
も
に
、
そ
の
位
置
を
労
務
統
制
の
補
完
的
位
置
に
移
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
か
ら
労
働
争
議
件
数
は
減

少
し
は
じ
め
た
が
、
こ
れ
は
労
務
統
制
の
整
備
・
強
化
に
伴
う
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
労
働
争
議
の
減
少
の
他
方
で
は
、
調

停
件
数
比
率
は
む
し
ろ
増
加
し
て
お
り
（
付
表
４
）
、
そ
の
意
味
で
は
労
働
争
議
調
停
法
の
労
働
運
動
抑
圧
的
性
格
は
露
わ
に
な
っ
た

し
、
し
か
も
労
務
統
制
の
も
と
で
一
層
争
議
へ
の
権
力
的
介
入
が
強
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
労
働
争
議
調
停
法
は

労
務
統
制
の
補
強
手
段
と
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
戦
争
未
期
に
お
い
て
労
働
争
議
の
未
然
防
止
（
厚
生
省
労
働
局
労
政
課
『
労
働
争
議

未
然
防
止
統
計
』
に
ょ
れ
ぼ
一
九
四
三
年
三
一
四
件
、
一
九
四
四
年
は
一
一
月
ま
で
で
二
九
五
件
に
達
し
た
）
を
主
た
る
内
容
と
す
る
に
い
た
っ

た
こ
と
で
、
も
っ
と
も
明
白
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
労
働
力
統
制
は
さ
ら
に
進
ん
で
労
務
統
制
と
一
体
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
労
働
力
政
策
が
目
的
と
す
る
不
熟
練
労
働
力
大
量
利

用
と
い
う
資
本
蓄
秩
形
態
を
維
持
し
え
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
不
熟
練
労
働
力
大
量
利
用
過
杵
が
強
権
的
過
稚
と
し
て
進
行

せ
ざ
る
を
え
な
い
か
ぎ
り
、
必
然
的
に
賃
銀
統
制
を
と
も
な
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
か
か
る
蓄
秩
は
労
働
力
不
足
を
顕
在
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化
し
、
賃
銀
の
上
昇
室
ね
く
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
戦
時
体
制
に
淳
る
労
働
力
政
策
は
、
低
賃
銀
・
不
熟
練
労
働
力
確
保

政
策
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
戦
争
の
激
化
と
と
も
に
労
働
力
の
絶
対
的
不
足
と
た
っ
て
あ
ら
わ
れ
・

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
力
の
一
層
の
劣
質
化
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
戦
時
生
産
崩
壊
す
ら
も
も
た
ら
し
た
・
か
か
る
生
産
崩
壌

の
中
で
、
財
閥
資
本
を
中
心
と
す
る
巨
大
独
占
資
本
の
利
潤
は
別
個
に
補
償
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
軍
需
発
註
の
前
払
制
や
各
種
の
補

助
金
な
ど
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
戦
時
体
制
は
巨
大
な
財
政
資
金
に
支
え
ら
れ
た
全
一
的
体
制
と
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
・

国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
は
ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
体
制
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
の
で
あ
る
・

　
　
（
１
）
　
浅
野
喬
二
『
日
本
帝
国
主
義
と
旧
植
民
地
地
主
制
』
お
茶
の
水
書
房
、
胴
和
四
三
年
、
参
照

　
　
一
。
二
九
三
八
年
の
繋
紹
介
法
改
正
は
、
そ
れ
ま
で
の
繋
紹
介
法
一
一
九
一
二
年
施
行
一
が
繋
仲
介
薯
の
中
問
蓑
の
防
止
と
・
と
り
わ
け

　
　
　
恐
慌
期
に
お
げ
る
失
業
者
の
雇
用
増
進
青
的
と
し
た
の
に
た
い
し
、
こ
の
改
正
に
よ
一
て
、
戦
争
に
よ
る
「
短
期
軍
需
労
務
要
員
一
充
足
盲
的

　
　
　
と
す
る
労
務
配
置
（
Ｈ
労
働
力
統
制
）
を
目
的
と
す
る
も
の
に
転
換
し
た
。

　
　
　
　
改
正
繋
紹
介
法
に
よ
れ
ば
、
原
則
と
し
て
繋
紹
介
事
業
竃
家
の
管
掌
す
る
も
の
と
規
定
さ
れ
、
繋
内
容
と
し
て
・
繋
紹
介
事
業
の
ほ

　
　
　
　
か
繋
指
碧
よ
び
繋
補
導
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
繋
紹
介
所
を
全
国
主
要
地
に
配
し
、
事
務
の
一
襲
市
区
町
村
長
に
分
担
せ
し

　
　
　
め
る
こ
と
套
、
紹
介
機
能
を
拡
充
し
、
他
方
で
、
民
問
紹
介
塞
の
許
可
制
の
強
化
が
は
か
ら
れ
た
一
労
働
省
編
一
労
働
行
政
史
一
第
一
誉
九

　
　
　
六
一
年
、
七
二
四
頁
一
。
こ
の
よ
う
に
し
て
繋
紹
介
事
業
に
た
い
す
る
国
家
支
配
の
強
化
に
よ
一
て
・
そ
れ
は
労
働
力
統
制
一
の
機
構
的
準
備
を

　
　
　
完
了
す
る
こ
と
に
た
つ
た
。
な
お
続
く
一
九
二
六
年
の
改
正
で
、
全
額
国
質
担
に
よ
る
職
業
紹
介
所
の
国
営
化
が
完
了
し
た
。

　
一
。
一
戦
争
に
よ
つ
て
生
ず
る
・
短
期
軍
需
労
務
要
貝
一
充
足
に
っ
い
て
は
、
繋
紹
介
機
関
姦
極
的
に
こ
れ
に
あ
た
る
と
と
も
に
・
内
務
．
陸
軍
．

　
　
　
海
軍
三
省
協
議
に
よ
る
「
軍
需
賛
充
足
に
関
す
る
援
要
領
一
が
決
定
さ
れ
通
牒
さ
れ
た
一
一
九
一
一
七
年
一
・
「
要
領
一
は
軍
需
工
業
貿
法
の
一

　
　
　
部
実
施
一
一
九
三
七
年
九
月
一
・
日
一
と
と
乏
改
訂
・
拡
充
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
に
労
働
力
統
制
は
軍
需
工
業
一
の
統
制
と
関
連
し
っ
っ
進
行

　
　
　
し
、
さ
ら
に
労
働
力
統
制
が
労
務
動
員
一
と
拡
張
す
る
や
、
軍
需
工
場
一
の
統
制
が
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
一
た
。
す
糞
ち
・
軍
需
工
業

　
　
　
動
員
秦
二
条
に
よ
り
工
場
事
業
場
管
理
令
一
一
九
三
七
年
九
月
二
昔
、
勅
令
雲
二
八
号
一
萄
奮
れ
・
そ
こ
で
は
工
場
の
「
使
用
一
・
「
収

　
　
　
用
一
は
い
ま
だ
規
定
さ
れ
ず
、
た
だ
「
管
理
一
だ
け
が
規
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
一
た
。
総
貿
法
制
定
で
、
軍
需
工
業
動
員
法
は
総
動
員
法
に
吸
収



　
　
．
廃
止
さ
れ
た
が
、
工
場
事
業
場
管
理
令
は
同
名
勅
令
と
し
て
残
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
に
な
る
と
、
工
場
事
業
場
使
用
収
用
令
が
制
定
さ
れ
、
さ

　
　
ら
に
企
業
許
可
令
（
一
九
四
一
年
）
、
企
業
整
備
令
（
一
九
四
二
年
）
、
軍
需
会
杜
法
（
一
九
四
三
年
）
へ
と
展
開
体
系
化
さ
れ
、
産
業
統
制
が
行
た

　
　
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
こ
の
産
業
統
制
の
強
化
は
、
他
方
で
労
働
力
の
強
権
的
創
出
・
移
動
を
結
果
し
、
労
働
力
統
制
と
一
体
化
し
て
進
行
し
た
。

　
　
　
労
務
動
員
機
構
と
し
て
は
、
軍
需
省
の
新
設
（
一
九
四
三
年
）
と
、
勤
労
局
内
へ
の
動
員
部
、
指
導
部
、
審
議
室
設
置
（
一
九
四
四
年
）
に
よ
り

　
　
制
度
的
完
備
を
み
た
こ
と
に
よ
り
、
労
働
市
場
の
強
権
的
確
立
．
拡
充
を
具
体
化
す
る
条
件
を
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
強
権
的
労
働
市
場
と
し
て

　
　
成
立
す
る
た
め
に
は
、
統
制
が
労
働
過
程
ま
で
お
よ
ぶ
こ
と
を
必
要
と
し
、
産
業
報
国
会
運
動
に
補
完
さ
れ
た
戦
時
労
務
管
理
の
労
働
力
政
策
へ
の

　
　
一
体
化
に
ょ
っ
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
的
賃
労
働
関
係
が
機
構
的
に
強
制
さ
れ
る
こ
と
の
上
に
、
こ
の
強
権
的
労
働
市
場
は
展
開
し
え
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
そ
の
意
味
で
は
ま
さ
に
強
制
労
働
の
た
め
の
労
働
市
場
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
４
）
　
軍
需
会
杜
法
の
骨
子
は
、
旧
企
業
経
営
の
国
家
性
を
明
確
に
す
る
こ
と
。
閉
生
産
責
任
体
制
の
確
立
。
閉
軍
需
会
杜
に
た
い
す
る
行
政
運
営
の
刷

　
　
新
を
は
か
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
（
通
商
産
業
省
編
「
商
工
政
策
史
』
第
一
一
巻
産
業
統
制
、
昭
和
三
九
年
、
五
九
八
頁
）
。
　
軍
需
会
杜
は

　
　
軍
需
省
設
置
と
一
体
を
な
す
も
の
で
、
こ
の
よ
う
な
軍
需
会
杜
に
お
い
て
フ
ァ
ツ
シ
ヨ
的
賃
労
働
関
係
は
具
体
化
す
。

　
　
　
フ
ァ
ツ
シ
ョ
的
貨
労
働
関
係
は
、
そ
れ
が
強
権
的
強
制
労
働
過
程
を
形
成
す
る
と
い
う
だ
げ
で
な
く
、
そ
の
上
に
成
立
し
た
企
業
に
た
い
す
る
統

　
　
制
の
全
過
程
と
し
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
軍
需
会
杜
法
は
そ
の
よ
う
な
全
統
制
過
程
の
総
括
的
位
置
を
し
め
た
と
い
い
え
よ
う
。
す
な
わ

　
　
ち
、
軍
需
会
杜
法
第
二
一
条
に
よ
る
定
款
変
更
、
事
業
委
託
、
受
託
、
譲
渡
、
譲
受
、
廃
止
・
休
止
、
合
併
・
解
散
な
ど
へ
の
政
府
介
入
許
容
規
定
、

　
　
第
一
四
条
の
業
務
執
行
、
株
主
総
会
、
杜
債
権
老
集
会
な
ど
運
営
に
た
い
す
る
命
令
規
定
、
さ
ら
に
第
二
〇
条
、
二
一
条
に
よ
る
生
産
責
任
者
お
よ

　
　
び
生
産
従
業
者
の
懲
戒
規
定
な
ど
、
統
制
は
全
面
～
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
統
制
は
因
家
高
轄
制
で
は
な
く
、
私
的
資
本
の
存
在
を
是
認

　
　
し
た
う
え
で
の
統
制
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
補
助
金
交
付
、
損
失
補
傲
、
利
益
保
証
（
第
二
二
条
）
を
伴
な
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
統
制

　
　
的
過
程
と
利
潤
保
証
過
程
と
が
同
時
的
に
逃
行
す
る
と
こ
ろ
に
、
国
家
独
占
資
木
主
義
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
５
）
第
七
六
帝
国
議
会
に
お
け
る
金
光
庸
夫
厚
生
大
臣
に
よ
る
労
働
老
年
金
保
険
法
の
提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
　
「
老
齢
、
廃
疾
、
死
亡
等
ノ
事
故
ハ
、

　
　
労
働
者
二
取
リ
マ
シ
テ
ハ
、
そ
の
生
活
上
ノ
不
断
ノ
脅
威
デ
ァ
リ
マ
ス
。
随
ヒ
マ
シ
テ
是
等
ノ
事
故
二
際
シ
テ
ノ
労
働
者
ノ
生
活
ヲ
確
保
ス
ル
ニ
適

　
　
切
ナ
ル
施
策
ヲ
講
ジ
マ
ス
コ
ト
ハ
、
老
後
及
ビ
不
慮
ノ
災
害
ノ
場
合
ノ
不
安
ヲ
一
掃
シ
、
労
働
者
ヲ
シ
テ
後
顧
ノ
憂
ヒ
ナ
ク
、
専
心
職
域
二
奉
公
セ

　
　
シ
メ
マ
ス
ル
為
メ
、
極
メ
テ
肝
要
ナ
事
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ァ
リ
マ
ス
。
随
テ
本
制
度
実
施
ノ
暁
ハ
、
従
来
ノ
健
康
保
険
制
度
ト
相
侠
ツ
テ
労
働
カ
ノ
保

　
　
全
増
強
、
延
イ
テ
ハ
生
潅
カ
ノ
拡
充
二
寄
与
ス
ル
所
大
ナ
ル
モ
ノ
ガ
ア
ル
ト
存
ズ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
。
」
（
労
働
省
編
『
労
働
行
政
史
』
第
一
巻
六
八

　
　
三
頁
）
と
さ
れ
、
こ
れ
が
労
働
力
維
持
的
視
点
に
た
つ
こ
と
が
塑
言
さ
れ
て
い
る
。

労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）

七
九
（
一
九
九
）



立
命
館
経
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学
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八
○
　
（
二
〇
〇
）

四
　
再
生
産
構
造
論
と
労
働
力
政
策

　
資
本
主
義
の
危
機
体
制
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
は
、
っ
ぎ
の
三
っ
の
展
開
局
面
で
と
ら
え
ら
れ
う
る
。

　
第
一
の
局
面
は
、
農
業
危
機
を
契
機
と
す
る
農
業
部
門
の
再
生
産
構
造
基
底
と
し
て
の
再
編
成
、
す
な
わ
ち
低
賃
銀
基
盤
の
再
編

成
の
局
面
で
あ
る
。

　
一
九
二
〇
年
頃
（
大
正
巾
期
）
以
降
、
日
本
農
業
は
停
滞
的
様
相
を
し
め
す
に
い
た
っ
た
。
総
耕
地
面
積
、
米
穀
生
産
高
、
労
働
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

産
性
の
三
つ
の
指
標
に
お
い
て
と
も
に
停
滞
的
で
あ
る
。
こ
の
時
期
は
、
財
閥
が
金
融
資
本
と
し
て
の
性
格
を
確
立
す
る
時
期
と
ほ

ぽ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
米
穀
賃
銀
と
し
て
の
問
題
、
す
な
わ
ち
近
代
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
の
形
成
（
労
働
老
の
都
市
滞
留
と
再
生
産
）

に
よ
る
米
価
問
題
を
顕
在
化
せ
し
め
た
。
そ
し
て
米
騒
動
を
契
機
と
し
て
の
植
民
地
米
移
入
と
米
穀
法
に
よ
る
実
質
的
価
格
統
制
は
、

そ
れ
ま
で
の
米
穀
投
機
を
鎮
静
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
で
の
寄
生
地
主
制
そ
の
も
の
の
後
退
を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
寄
生
地
主
制

後
退
過
程
は
、
地
価
維
持
政
策
の
も
と
で
の
大
地
主
の
土
地
売
逃
げ
と
、
零
細
不
耕
作
地
主
の
自
作
農
化
と
し
て
進
行
し
た
。
そ
の

結
果
、
一
－
二
町
層
の
増
加
と
五
反
以
下
層
と
二
町
以
上
層
農
家
の
減
少
が
生
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
中
農
標
準
化
傾
向
」
が
。
生
み
だ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

れ
た
。
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
一
九
三
〇
年
に
は
じ
ま
る
農
業
恐
慌
は
、
こ
れ
ら
自
作
農
に
た
い
し
て
「
裸
の
労
働
の
過
度
集
約
化
」

に
よ
る
自
家
労
賃
引
き
下
げ
以
外
に
、
恐
慌
対
策
の
手
段
を
も
た
ら
し
め
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
農
産
物
の
市
場
価
格
と
生
産
価
格

と
の
逆
調
は
、
こ
の
小
農
制
生
産
に
お
げ
る
集
約
労
働
を
し
て
一
挙
に
過
剰
な
も
の
と
し
て
顕
在
化
せ
し
め
た
。
ま
た
同
時
に
進
行

し
た
工
業
恐
慌
は
、
こ
れ
ら
顕
在
化
し
た
農
村
過
剰
人
口
を
し
て
脱
農
化
の
方
向
を
と
ら
せ
る
よ
り
も
、
そ
れ
ら
農
村
労
働
力
の
余

剰
労
働
時
間
の
年
問
を
と
お
し
て
の
析
出
と
い
う
形
態
で
あ
ら
わ
さ
し
め
た
。
こ
の
農
村
に
お
げ
る
自
家
労
賃
引
き
下
げ
と
農
村
余



剰
労
働
時
問
の
恒
常
的
活
用
と
に
お
い
て
、
低
賃
銀
労
働
が
現
実
化
し
た
が
、
そ
れ
は
農
村
過
剰
人
口
の
存
在
彬
態
と
関
連
し
た
労

働
形
態
に
お
い
て
、
し
た
が
っ
て
賃
労
働
関
係
の
具
体
的
諸
形
態
に
お
い
て
労
働
力
価
値
を
低
落
せ
し
め
た
。
こ
の
農
村
過
剰
人
口

の
存
在
彬
態
と
関
連
し
た
低
賃
銀
労
働
は
、
そ
れ
が
日
本
資
本
主
義
再
生
産
構
造
の
全
体
に
か
か
わ
る
基
底
的
位
置
を
し
め
る
か
ぎ

り
で
、
労
働
力
価
値
の
低
下
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
農
村
過
剰
人
口
に
お
い
て
成
立
し
た
低
賃
銀
労
働
が
、
例
外
的
な

も
の
で
な
く
、
ま
た
相
当
に
重
要
な
産
業
に
お
げ
る
労
働
力
に
、
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
農
業
危
機
を
積
杵
と
す
る
低
賃
銀
基
盤
の
再
編
成
・
維
持
も
、
戦
争
の
激
化
と
軍
需
生
産
の
絶
対
的
拡
大

過
程
に
お
い
て
は
、
農
村
過
剰
人
口
の
澗
渇
と
と
も
に
、
総
動
員
体
制
に
ー
よ
る
低
賃
銀
労
働
カ
の
強
権
的
創
出
を
必
要
と
し
た
。
し

か
し
農
業
の
低
賃
銀
労
働
基
底
と
し
て
の
位
置
は
戦
時
体
制
下
で
も
貫
徹
し
、
戦
時
食
糧
統
制
が
価
格
統
制
の
み
で
な
く
生
産
（
作

付
）
統
制
に
ま
で
進
ん
だ
こ
と
の
な
か
に
し
め
さ
れ
て
い
る
。

　
っ
ぎ
に
、
第
二
の
局
面
は
、
軍
事
経
済
体
制
と
し
て
の
国
家
独
占
資
本
主
義
の
体
制
的
展
開
の
局
面
で
あ
る
。
そ
れ
は
国
家
と
財

閥
と
の
癒
着
の
新
し
い
段
階
の
成
立
で
あ
り
、
同
時
に
鉄
と
石
炭
と
の
結
合
を
軸
と
す
る
生
産
力
体
系
（
１
１
目
本
資
本
主
義
の
再
生
産

構
造
）
の
統
制
に
よ
る
強
権
的
展
開
の
問
題
で
も
あ
っ
た
。

　
目
本
鉄
鋼
業
は
、
昭
和
大
恐
慌
を
機
と
す
る
鉄
鋼
危
機
を
日
本
製
鉄
株
式
会
杜
（
一
九
三
四
年
二
月
一
目
発
足
、
以
下
日
鉄
と
略
称
す
る
）

へ
の
統
合
に
よ
っ
て
克
服
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
官
営
製
鉄
、
財
閥
系
民
問
製
鉄
企
業
、
民
問
単
独
製
鋼
．
単
独
圧
延
企
業
の
三

層
構
造
に
お
げ
る
銑
鉄
カ
ル
テ
ル
（
民
問
製
銑
会
杜
と
銑
鉄
取
扱
問
屋
の
共
同
出
資
に
よ
る
銑
鉄
共
販
会
杜
）
を
武
器
と
し
た
財
閥
系
企
業

に
よ
る
支
配
の
一
層
の
体
制
強
化
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
銑
鉄
供
給
に
よ
る
支
配
構
造
の
も
と
で
は
安
価
な
ア
メ
リ
ヵ
屠
鉄
輸
入

が
増
加
し
、
鋼
材
増
産
は
こ
の
屠
鉄
輸
入
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
一
こ
う
し
た
銑
鋼
不
均
衡
の
生
産
構
造
は
、
戦
争
へ
の
突
入
に
よ
り
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働
力
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八
二
　
（
二
〇
二
）

破
綻
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
な
畦
な
ら
、
屠
鉄
輸
入
の
中
止
は
鋼
材
生
産
の
減
少
を
も
た
ら
し
、
ひ
い
て
は
鉄
鋼
生
産
構
造
の
矛

盾
を
さ
ら
け
だ
す
こ
と
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
日
本
製
鉄
業
は
、
鉄
鋼
石
、
石
山
灰
（
強
粘
結
炭
お
よ
び
弱
粘
結
炭
、
発
生
炉
用
炭
）
、
屠
鉄
な
ど
の
原
料
を
海
外
に
強
く
依
存
し
て
い
た
。

そ
の
か
ぎ
り
で
は
国
内
原
料
産
業
と
の
結
合
関
係
は
稀
薄
で
あ
っ
た
。
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
へ
と
戦
争
体
制
が
強
化
さ
れ
る

に
っ
れ
て
、
鉄
鋼
業
は
そ
れ
ら
原
料
と
資
源
の
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
き
た
。
鉄
と
石
茨
と
の
結
合
関
係
は
、
日
本
資
本
主
義
で
は

こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
再
生
産
構
造
の
軸
た
る
位
置
に
す
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
合
関
係
は
、
そ
の
過
程
に
国

家
資
金
の
流
入
を
は
か
り
つ
つ
進
行
し
、
そ
の
こ
と
が
ま
た
他
方
で
は
財
閥
資
本
に
た
い
す
る
戦
時
特
別
利
潤
を
保
証
す
る
こ
と
に

な
り
、
し
か
も
そ
れ
を
機
構
的
に
保
証
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
鉄
鋼
関
係
へ
の
補
償
金
は
一
九
四
一
年
ニ
ハ
五
〇
万
円
、
一
九

四
二
年
一
億
二
六
〇
万
円
、
一
九
四
三
年
一
億
四
五
二
〇
万
円
、
一
九
四
四
年
五
億
四
五
二
〇
万
円
、
一
九
四
五
年
四
億
二
〇
四
〇

　
　
　
　
　
（
５
）

万
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
石
炭
関
係
で
は
、
一
九
四
〇
年
三
六
〇
〇
万
円
、
一
九
四
一
年
一
億
一
七
〇
〇
万
円
、
一
九
四
二
年
二
億
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

六
〇
〇
万
円
、
一
九
四
三
年
三
億
六
一
〇
〇
万
円
、
一
九
四
四
年
に
は
実
に
一
〇
億
円
に
達
し
た
。

　
さ
ら
に
鉄
と
石
山
灰
の
結
合
関
係
は
、
国
内
で
は
資
本
支
配
関
係
の
上
で
も
、
資
源
の
上
で
も
す
で
に
結
合
関
係
の
あ
ら
た
な
拡
大

の
た
め
に
は
限
界
が
あ
っ
た
。
軍
需
生
産
の
拡
大
の
一
環
と
し
て
の
鉄
鋼
生
産
の
拡
大
は
、
目
鉄
を
中
心
と
す
る
一
貫
生
産
体
制
強

化
過
程
と
し
て
進
め
ら
れ
た
が
、
こ
の
過
程
に
お
け
る
鉄
と
石
炭
の
結
合
関
係
は
植
昂
地
市
場
を
中
心
に
展
開
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か

っ
た
。
密
山
炭
鉱
株
式
会
杜
、
茂
山
鉄
鉱
開
発
株
式
会
杜
、
華
中
鉱
業
株
式
会
杜
（
鉱
業
一
般
）
、
開
灘
炭
販
売
株
式
会
杜
（
石
炭
販
売
）

な
ど
は
そ
の
例
で
あ
り
、
こ
れ
ら
企
業
に
た
い
し
、
日
鉄
の
出
資
額
は
二
〇
～
五
〇
％
に
達
し
て
い
た
。
戦
争
末
期
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
結
合
関
係
は
植
民
地
．
占
領
地
で
の
小
規
模
製
鉄
所
建
設
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
植
民
地
進
出
は
、
そ
こ



で
の
低
賃
銀
労
働
力
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
国
内
労
働
力
不
足
は
熟
練
工
の
移
出
を
困
難
に
し
、
こ
れ
ら
小
規
模
製
鉄

所
な
か
ん
ず
く
小
型
高
炉
操
業
に
お
い
て
労
働
編
成
の
劣
質
化
が
桂
楕
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
う
し
一
小
型
高
炉
の
植
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

地
・
占
領
地
製
鉄
所
建
設
計
画
は
坐
折
し
た
の
で
あ
る
。

　
植
民
地
小
規
模
製
鉄
所
を
ふ
く
め
て
の
鉄
と
石
山
灰
の
結
合
関
係
、
さ
ら
に
そ
れ
を
軸
と
す
る
石
炭
化
学
、
機
械
た
と
諸
産
業
の
展

開
（
Ｈ
生
産
力
体
系
）
は
植
民
地
労
働
力
を
ふ
く
め
た
低
賃
銀
労
働
の
上
に
展
開
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
か
か
る
生
産
力
体
系
が

生
産
力
の
一
般
的
停
滞
の
も
と
で
生
産
を
払
大
す
る
生
産
力
体
系
で
あ
っ
た
こ
と
に
お
い
て
、
労
働
力
編
成
の
質
が
生
産
上
の
重
要

な
条
件
を
な
し
、
低
賃
銀
労
働
力
が
労
働
力
の
劣
質
化
、
し
た
が
っ
て
労
働
力
編
成
の
劣
質
化
に
っ
な
が
る
と
き
に
は
、
そ
れ
は
生

産
の
崩
壊
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
労
働
力
政
策
は
か
か
る
生
産
力
体
系
に
規
定
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
労
働
力
政
策
は
低
賃
銀
労
働
力
の
創
出
と
と
も
に
、
そ
の
労
働
力
に
っ
い
て
の
労
働
の
質
の
保
証
の
た
め
の
管
理
を
必
要

と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
力
政
策
と
労
務
管
理
の
一
体
化
の
必
然
性
の
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
が
第
三
の
局
面
の
問
題
で
あ
る
。

　
労
働
力
政
策
と
労
務
管
理
の
一
体
化
は
、
低
賃
銀
労
働
に
お
げ
る
労
働
の
質
の
保
証
（
Ｈ
価
値
形
成
労
働
の
彩
成
）
の
間
題
が
不
熟
練

労
働
力
の
大
量
創
出
に
あ
た
っ
て
生
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
「
抽
象
的
に
人
問
的
な
労
働
」
（
Ｈ
価
値
形
成

労
働
）
の
成
立
を
前
提
に
し
て
の
み
剰
余
価
値
生
産
は
一
般
的
可
能
性
を
も
つ
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
の
上

で
の
低
賃
銀
労
働
は
、
相
対
的
賃
銀
な
い
し
絶
対
的
賃
銀
の
引
き
下
げ
の
問
題
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
労
働
力
政
策
も
こ
う
し
て
蓄
積

の
形
態
に
か
か
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
再
生
産
は
、
価
値
廃
棄
（
武
器
生
産
と
過
剰
償
却
）
を
特
徴
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
再
生
産
に
規

定
さ
れ
る
蓄
積
に
お
い
て
は
、
最
後
的
に
は
相
対
的
賃
銀
の
引
き
下
げ
は
絶
対
的
賃
銀
の
引
き
下
げ
に
到
達
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
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四
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の
よ
う
な
相
対
的
賃
銀
引
き
下
げ
の
絶
対
的
賃
銀
引
き
下
げ
へ
の
移
行
は
、
恐
慌
、
戦
争
そ
の
他
政
治
的
、
軍
事
的
緊
張
状
態
の
も

と
で
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
絶
対
的
賃
銀
の
引
き
下
げ
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ヨ
的
賃
労
働
関
係
に
お
げ

る
強
制
労
働
に
お
い
て
成
立
し
、
ま
た
そ
の
よ
う
な
強
制
労
働
を
維
持
す
る
も
の
と
し
て
、
労
働
力
政
策
は
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

　
阪
本
楠
彦
『
日
本
農
業
の
経
済
法
則
』
東
大
出
版
会
、
昭
和
三
一
年
、
二
－
一
一
頁
。

　
近
藤
康
男
『
転
換
期
の
農
業
間
題
』
日
本
評
論
杜
、
昭
和
一
五
年
、
一
一
頁
。

　
拙
稿
「
国
家
独
占
資
本
主
義
の
も
と
で
の
賃
労
働
の
一
断
面
－
農
村
工
業
を
対
称
と
し
て
ー
」
鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
『
商
経
論
叢
』
第
一

五
号
参
照
。

　
鉄
鋼
業
に
お
げ
る
原
料
の
海
外
依
存
度
は
ぎ
わ
め
て
高
か
っ
た
（
付
表
５
）
。
石
炭
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
原
料
炭
の
場
合
は
高
か
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
そ
れ
は
強
粘
結
炭
の
国
内
産
出
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
の
た
め
に
、
中
国
大
陛
、
朝
鮮
半
島
な
ど
の
植
民
地
へ
の
依
存
が
強
か
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
ま
た
屑
鉄
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
市
場
へ
の
依
存
が
高
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
屑
鉄
操
業
法
に
よ
っ
て
精
練
を
お
こ
な
う
平
炉
を
主
体
と

し
た
単
独
製
鋼
業
と
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
争
に
よ
る
屑
鉄
輸
入
の
中
止
は
、
層
鉄
と
銑
鉄
と
の
配
合
比
を
平
時
の
五
一
対

四
九
か
ら
三
七
対
六
三
へ
と
変
化
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
配
合
比
の
変
化
は
、
戦
時
下
の
銑
鉄
不
足
解
消
の
た
め
に
展
開
さ
れ
た
日
鉄
を
中
心
と
す
る

銑
鋼
一
貫
体
制
の
強
化
を
背
景
と
し
て
進
行
し
え
た
も
の
で
あ
る
。
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■
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一
一
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一
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■
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ｏ
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７
ユ
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２
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０
２
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－
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６
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６
．
ひ
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０
．
１
・
　
２

７
４
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ユ
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年
５

２
　
（
Ｕ
　
Ｏ

６
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６
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０
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鉄
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日
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１
）
２
）

考

吐
閑

勺

労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）

八
五
　
（
二
〇
五
）



　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）

（
８
）
　
植
民
地
製
鉄
所
は
現
地
労
働
老
の
利
用
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
の
内
地
人
労

　
働
者
の
割
合
は
き
わ
め
て
低
か
っ
た
。
し
か
も
出
勤
率
の
悪
さ
、
移
動
率
の
高
さ
に
よ
り
、
生
産
に

　
お
げ
る
内
地
人
労
働
者
の
役
割
は
低
か
っ
た
（
付
表
９
）
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
の
基
幹
工
が
内
地
人

　
労
働
者
で
独
占
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
阻
害
の
要
因
を
な
し
て
い
た
。
さ
ら
に
一
九
四

　
二
年
頃
か
ら
具
体
化
を
は
か
ら
れ
た
小
型
溶
鉱
炉
の
外
地
製
鉄
所
計
画
で
は
、
こ
う
し
た
労
働
力
の

　
間
題
が
洋
椿
と
な
り
、
計
画
を
坐
折
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

五
　
労
働
運
動
論
と
労
働
力
政
策

　
労
働
力
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
労
働
力
政
策
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
。
そ
の
ば
あ
い
、

国
家
独
占
資
本
主
義
は
階
級
対
立
の
激
化
を
内
容
と
し
て
も
つ
が
、
そ
こ
で
の
労
働
力
政
策

は
こ
の
激
化
す
る
階
級
闘
争
を
含
ん
だ
理
論
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

策
は
資
本
主
義
論
な
い
し
国
家
独
占
資
本
主
義
論
の
内
容
と
し
て
、

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
資
本
主
義
論
で
は
、

て
は
い
な
か
っ
た
し
、
労
働
運
動
論
の
側
か
ら
し
て
も
、
　
　
、

す
ぎ
ず
、
そ
れ
ら
諾
矛
盾
の
激
化
が
必
然
的
に
。
階
級
闘
争
の
激
化
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
、

術
的
諸
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
理
解
に
お
い
て
は
、

向
に
、
決
定
的
に
か
か
わ
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
、

八
六
　
（
二
〇
六
）

況状と成構員工の所鉄製津清９表付
月
）

入
旧

収
額

率
）

動
％

移
（

率
）

勤
％

峠鵠

糸
（分区

４５１

８
０

４
１

２
５

７
４

８
１

２
０

８
０

人
人

地
鮮

内
朝

Ｏ０１１３８７００１

均
餅

　
ま

　
ゴ

平
封

　
（

和昭（』書告

，

年
３
４和昭』

１
）
２
）
　
　
３
）

考つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
労
働
力
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
た
そ
の
一
環
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
た
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
運
動
そ
の
も
の
が
果
す
歴
史
的
役
割
に
つ
い
て
必
ず
し
も
明
確
に
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
こ
で
は
目
本
資
本
主
義
の
諸
矛
盾
は
労
働
運
動
の
規
定
因
と
さ
れ
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
と
は
運
動
論
と
し
て
の
戦
略
・
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
運
動
が
目
本
資
本
主
義
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
た
が
っ
て
目
本
資
本
主
義
の
展
開
が
客
観
的
条
件
に
一
方
的
に
規
定
さ
れ
、
ま
た

労
働
運
動
も
日
本
資
本
主
義
の
諸
機
構
に
規
定
さ
れ
る
と
い
う
側
面
で
と
ら
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
た
が
ら
、
歴
史
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
き
、
目
本
資
本
主
義
の
転
換
点
に
お
い
て
は
、
労
働
運
動
も
必
ず
大
き
く
変
化

■



し
て
き
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
労
働
運
動
は
巨
大
な
発
展
を
み
せ
っ
っ
も
他
方
で
は
分
裂
の
危
機
を
激
化
さ
せ
、
ま
た
運
動
の
分
裂

を
契
機
と
し
つ
っ
運
動
の
体
制
内
化
の
危
険
性
も
増
大
し
た
。
労
働
力
政
策
が
国
家
独
占
資
本
主
義
に
お
げ
る
労
働
力
政
策
と
し
て

展
開
す
る
に
お
い
て
は
、
こ
の
労
働
運
動
の
体
制
内
化
な
い
し
は
抑
圧
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
こ
の
労
働
力
政
策
が

強
制
労
働
体
系
を
再
生
産
す
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
労
働
者
階
級
の
抵
抗
に
た
い
す
る
手
当
な
し
に
は
実
施
し
え
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
っ
た
。

　
戦
時
体
制
下
に
お
げ
る
労
務
調
整
令
（
一
九
四
一
年
二
一
月
八
日
、
勅
令
第
一
〇
六
三
号
）
と
重
要
事
業
場
労
務
管
理
令
（
一
九
四
二
年
二

月
二
五
日
、
勅
令
第
一
〇
六
号
）
を
法
的
支
柱
と
し
て
展
開
さ
れ
て
き
た
労
務
統
制
は
、
そ
れ
が
十
分
に
機
能
す
る
た
め
に
は
労
働
者

の
積
極
的
協
力
の
組
織
・
機
構
を
必
要
と
し
た
。
産
業
報
国
会
は
そ
の
よ
う
な
役
割
を
果
す
も
の
で
あ
っ
た
。
産
業
報
国
会
が
賃
銀

た
ど
労
働
諸
条
件
に
っ
い
て
少
し
も
ふ
れ
な
い
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
が
労
働
組
合
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
を
困
難
に
す
る

が
、
こ
の
産
業
報
国
会
運
動
が
満
州
事
変
に
お
げ
る
「
愛
国
的
」
労
働
運
動
の
流
れ
を
く
み
、
や
が
て
天
皇
制
官
僚
に
支
配
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
お
い
て
労
働
老
の
「
自
主
的
」
組
織
と
し
て
の
性
格
を
喪
失
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
に
包
摂
し

つ
く
さ
れ
た
労
働
者
組
織
の
目
本
的
・
特
殊
的
典
型
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
そ
こ
で
、
労
働
力
政
策
の
展
開
が
、
労
働
運
動
の
体
制
内
化
を
前
提
と
す
る
と
き
、
労
働
力
政
策
の
中
に
・
労
働
者
保
護
政
策
が
綾

小
化
さ
れ
包
摂
さ
れ
る
こ
と
に
ー
よ
っ
て
労
働
力
政
策
の
体
系
内
で
の
労
働
問
題
化
（
１
１
労
働
運
動
の
体
制
内
化
）
と
、
階
級
闘
争
の
諾
条

件
の
成
立
の
問
題
と
し
て
の
労
働
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　
戦
争
体
制
化
の
合
理
化
は
、
不
熟
練
労
働
力
の
大
量
利
用
に
１
よ
る
生
産
の
量
的
拡
大
を
特
散
と
し
た
。
し
か
し
戦
争
末
期
の
生
産

崩
壌
が
進
む
過
程
で
は
、
生
産
そ
の
も
の
よ
り
も
軍
需
発
註
に
お
げ
る
前
払
制
な
ど
の
利
潤
保
障
に
よ
る
蓄
積
が
重
点
を
な
し
て
き

　
　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
二
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
　
（
二
〇
八
）

た
。
そ
う
し
た
過
程
で
は
、
軍
需
受
註
を
確
保
す
る
条
件
に
転
質
し
た
労
働
力
の
集
積
は
そ
の
ま
ま
生
産
の
集
積
（
Ｈ
既
存
生
産
力
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

再
編
成
と
し
て
の
生
産
集
積
）
の
条
件
と
な
っ
た
。
蓄
積
機
構
の
こ
の
よ
う
な
変
化
に
お
い
て
、
賃
銀
統
制
は
戦
争
末
期
に
は
自
己
崩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

壊
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
熟
練
労
働
力
の
慢
性
的
不
足
と
労
働
力
の
一
般
的
劣
質
化
に
よ
る
労
働
力
編
成
の
解
体
傾
向
は
、
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

に
ょ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
生
産
崩
壌
の
も
と
で
熟
練
工
と
不
熟
練
工
問
の
賃
銀
分
配
を
め
ぐ
る
矛
盾
を
ひ
き
お
こ
す
と
と
も
に
、
増

産
奨
励
加
給
制
度
を
無
価
値
の
も
の
に
な
し
た
。
賃
銀
統
制
が
戦
争
体
制
下
合
理
化
と
し
て
の
不
熟
練
労
働
力
大
量
利
用
を
補
完
す

る
も
の
と
し
て
、
絶
対
的
賃
銀
の
低
下
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
時
生
産
崩
壊
と
そ
こ
で
の
国
家
に
よ
る

利
潤
補
償
と
に
ょ
っ
て
、
賃
銀
は
直
接
生
産
過
程
の
問
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
す
な
わ
ち
賃
銀
率
や
賃
銀
支
払
形

態
は
労
務
管
理
手
段
と
し
て
の
意
味
を
喪
失
し
、
し
た
が
っ
て
賃
銀
水
準
の
問
題
を
残
す
だ
げ
の
も
の
と
な
っ
た
。
賃
銀
の
生
活
給

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

化
は
こ
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
工
員
月
給
制
度
は
、
か
か
る
生
活
給
化
の
上
に
お
い
て
成
立
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
も
戦
時
．
軍
事
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ヨ
ソ
の
進
行
は
、
家
族
手
当
な
ど
諸
手
当
の
設
置
、
増
額
に
よ
っ
て
一
層
の
生
活
給
化

を
も
た
ら
し
た
。
こ
の
生
活
給
化
は
、
思
想
的
に
は
産
業
報
国
会
運
動
の
「
事
業
一
家
」
的
生
活
思
想
に
も
と
づ
い
て
「
年
功
賃
銀
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

を
制
度
的
に
確
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
戦
争
体
制
下
の
合
理
化
に
お
げ
る
絶
対
的
賃
銀
の
低
下
が
、
生
活
給
化
と
し
て
押
し
進
め
ら
れ
ざ
る
を
え
な
い
段
階
に
お
い
て
は
、

労
働
者
階
級
の
低
抗
は
激
化
す
る
。
そ
れ
は
生
活
給
化
に
よ
っ
て
生
産
過
程
と
直
接
に
関
連
す
る
こ
と
が
弱
く
な
っ
た
こ
と
に
お
い

て
、
し
か
も
こ
の
生
活
給
化
が
絶
対
的
賃
銀
の
低
下
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
、
労
働
の
増
大
に
よ
る
賃
銀
額
増
加
が
な
し
え
な
い

ほ
ど
に
労
働
支
出
が
限
度
に
達
し
て
い
る
と
き
、
そ
こ
で
の
賃
銀
闘
争
は
激
烈
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
賃
銀

闘
争
が
た
ん
に
賃
銀
額
の
増
加
の
問
題
と
し
て
労
働
支
出
量
と
無
関
係
に
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
な
条
件
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
そ
こ



で
の
賃
銀
闘
争
は
蓄
積
の
全
機
構
に
対
決
す
る
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
戦
争
体
制
下
の
圧
制
的
機
構
の
中
に
あ
っ
て
も
、

軍
事
イ
ソ
フ
レ
ー
シ
ョ
ソ
昂
進
に
よ
る
労
働
者
階
級
の
生
活
困
難
の
進
行
は
、
労
働
者
階
級
の
抵
抗
を
激
化
さ
せ
た
。

　
賃
銀
な
ど
労
働
諸
条
件
を
取
り
あ
げ
な
い
産
業
報
国
会
を
労
働
組
合
と
み
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
も
、
戦
争
体
制
下
合
理
化
は

産
業
報
国
会
の
そ
の
よ
う
な
役
割
に
お
い
て
可
能
で
あ
っ
た
わ
げ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
が
労
働
組
合
の

そ
の
体
制
内
に
く
り
こ
ま
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
嘆
す
る
も
の
で
あ
る
。
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
下
の
合
理
化

は
、
労
働
力
編
成
の
高
度
化
や
機
械
導
入
に
ょ
る
生
産
性
向
上
（
Ｈ
相
対
的
賃
銀
の
低
下
）
を
追
求
す
る
こ
と
の
可
能
な
合
理
化
の
初

期
の
段
階
で
は
、
こ
の
合
理
化
に
た
い
す
る
対
応
の
違
い
か
ら
労
働
者
の
組
織
分
裂
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
ま
た
こ
の
分
裂
を
積
杵

と
し
て
労
働
運
動
の
体
制
包
摂
が
お
こ
る
。
そ
れ
は
賃
銀
の
問
題
と
し
て
み
れ
ば
、
相
対
的
賃
銀
引
き
下
げ
に
ょ
る
合
理
化
は
、
そ

の
合
理
化
の
過
程
内
で
の
賃
銀
の
絶
対
額
の
増
加
を
可
能
に
し
、
こ
の
絶
対
額
（
Ｈ
手
取
賃
銀
額
）
を
め
ぐ
っ
て
企
業
問
労
働
老
、
企

業
内
の
熟
練
・
不
熟
練
労
働
者
問
の
対
立
が
生
じ
て
く
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
対
立
は
資
本
の
管
理
政
策
に
よ
っ
て
助
長
さ
れ

て
生
じ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
労
働
者
内
の
対
立
を
深
め
、
組
織
の
分
裂
さ
え
ひ
き
お
こ
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。
し
か

し
、
こ
う
し
た
合
理
化
は
、
絶
対
的
賃
銀
引
き
下
げ
と
し
て
の
合
理
化
へ
と
段
階
を
移
行
す
る
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
労
働
者
問

の
対
立
を
こ
え
て
、
一
般
的
な
賃
銀
要
求
の
問
題
に
な
る
こ
と
は
、
す
で
に
の
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
労
働
力
政
策
は
、
労
働
運
動
の
体
制
内
化
の
上
に
展
開
し
う
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
や
が
て
労
働
運
動
を
体
制
的

束
縛
を
離
れ
て
巨
大
な
闘
争
へ
と
飛
躍
す
る
条
件
を
成
熟
さ
せ
て
ゆ
く
し
、
そ
う
し
た
運
動
の
飛
躍
に
お
い
て
は
、
賃
銀
闘
争
は
賃

銀
闘
争
と
し
て
で
は
な
く
合
理
化
反
対
闘
争
と
し
て
の
賃
銀
闘
争
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
し
、
合
理
化
が
戦
争
体
制
下
合
理
化
た
る
こ

と
に
お
い
て
は
、
形
態
は
と
も
か
く
と
し
て
反
戦
闘
争
と
結
合
せ
ざ
る
を
え
な
く
た
る
。
こ
う
し
て
賃
銀
闘
争
は
自
か
ら
を
政
治
的

　
　
　
労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
（
二
〇
九
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
八
巻
・
第
二
・
三
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇
　
（
二
一
〇
）

闘
争
の
中
に
貫
徹
し
っ
っ
、
労
働
運
動
を
体
制
的
束
縛
か
ら
自
由
に
す
る
条
件
を
、
そ
の
体
制
内
化
の
他
方
に
お
い
て
成
熟
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
は
、
労
働
運
動
の
体
制
内
化
は
た
ん
に
資
本
主
義
の
機
構
に
規
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

る
こ
と
も
、
ま
た
た
ん
に
運
動
論
だ
げ
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
も
な
ら
ず
、
そ
の
両
者
の
接
点
に
お
い
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

　
下
山
房
雄
氏
は
、
産
業
報
国
会
運
動
を
性
格
づ
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
発
展
過
程
か
ら
こ
れ
を
規
定
し
、
こ
の
過
程
を
「
労
働
者
の
自
主
性
喪

失
の
象
徴
」
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
産
業
報
国
会
彩
成
過
程
は
、
一
九
三
五
年
の
『
赤
旗
』
停
刊
に
示
さ
れ
る
日
本
共
産
党
の

実
質
的
崩
壌
、
一
九
三
七
年
の
「
合
法
左
翼
」
の
消
滅
た
ど
、
労
働
者
の
「
主
体
性
の
埋
没
．
萎
縮
傾
向
」
と
対
応
し
っ
っ
展
開
さ
れ
て
き
た
と
さ

れ
る
（
下
山
房
雄
『
日
本
賃
金
学
説
史
』
目
本
評
論
杜
、
昭
和
四
一
年
、
二
〇
１
二
一
頁
）
。

　
し
か
し
な
お
、
産
業
報
国
会
運
動
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
労
働
過
程
に
お
げ
る
産
業
報
国
会
組
織
の
役
割
や
、
労
働
諸
条
件
が
生
産
遇
程
に
直
接

規
定
さ
れ
る
よ
り
も
、
全
機
構
的
に
観
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
く
る
労
働
者
組
織
・
運
動
の
位
置
づ
げ
の
変
化
（
戦
時
体
制
下
統
制
賃
銀
と
そ
の
賃
銀

統
制
下
に
お
げ
る
労
働
老
組
織
・
運
動
の
か
か
わ
１
り
か
た
）
な
ど
の
点
か
ら
、
国
家
独
占
資
本
主
義
体
制
に
お
げ
る
体
制
内
の
役
割
か
ら
規
定
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
賃
銀
統
制
は
労
働
者
の
生
活
の
安
定
、
賃
銀
の
調
整
に
よ
る
移
動
防
止
に
よ
り
生
産
性
向
上
を
意
図
し
て
実
施
さ
れ
た
。
一
九
三
九
年
三
月
三
一

日
勅
令
第
二
一
八
号
賃
銀
統
制
令
（
箪
一
次
賃
銀
統
制
）
は
、
時
局
産
業
に
お
け
る
満
二
一
才
以
上
満
二
〇
才
未
満
の
男
子
未
経
験
労
働
者
の
初
任

給
基
準
額
の
確
定
（
第
五
条
箪
一
項
）
を
軸
と
し
、
さ
ら
に
箪
二
次
世
界
大
戦
勃
発
に
よ
る
物
価
統
制
（
九
・
一
八
ス
ト
ッ
プ
令
）
の
強
化
と
と
も

に
賃
銀
臨
時
措
置
令
（
一
九
三
九
年
一
〇
月
一
八
目
、
勅
令
第
五
〇
五
号
）
に
よ
る
賃
銀
へ
の
九
・
一
八
ス
ト
ッ
プ
令
の
適
用
が
は
か
ら
れ
た
。
賃

銀
臨
時
措
置
令
が
時
限
立
法
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
期
限
ぎ
れ
に
ょ
り
あ
ら
た
に
賃
銀
統
制
令
（
一
九
四
〇
年
一
〇
月
ニ
ハ
目
、
勅
令
第
六
七

五
号
）
が
制
定
さ
れ
、
賃
銀
統
制
は
箪
二
段
階
に
入
っ
た
。
こ
こ
で
の
特
徴
の
一
つ
は
総
額
制
限
方
式
が
採
用
さ
れ
、
技
能
．
能
率
に
応
じ
た
賃
銀

支
払
が
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
戦
時
生
産
崩
壌
過
程
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
実
質
的
に
は
総
額
制
限
方
式
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て

い
た
技
能
・
能
率
に
。
よ
る
賃
銀
管
理
は
破
産
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
労
働
力
劣
質
化
は
「
特
殊
労
働
者
」
比
率
の
増
加
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
（
付
表
１
０
）
。
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Ｎ
）
罫
商
『
口
料
溝
淳
薯
片
迎
暮
』
馨
潮
汁
９

（
４
）
　
炭
鉱
に
お
い
て
は
、
炭
鉱
労
働
力
の
移
動
、
そ
れ
に
起
因
す
る
労
働
力
の
賃
的
不
斉
一
と
低
下
に
ょ
る
労
働
組
織
の
崩
壊
と
生
産
の
減
退
は
、
請

　
　
氏
貨
銀
制
度
と
か
ら
ん
で
採
炭
先
山
（
熟
練
労
働
者
）
の
賃
銀
分
配
上
の
妙
味
を
失
わ
せ
、
先
山
の
退
坑
と
移
動
の
原
因
と
な
っ
た
（
協
調
会
『
戦

　
　
時
労
働
事
情
』
昭
和
一
九
年
、
八
五
頁
）
。

（
５
）
　
工
員
月
給
制
度
は
、
生
活
給
化
の
進
行
に
よ
っ
て
賃
銀
が
直
接
的
管
理
手
段
と
し
て
意
味
を
な
さ
な
く
た
っ
た
こ
と
と
、
　
「
勤
労
新
体
制
確
立
要

　
　
綱
」
に
う
た
う
勤
労
の
「
因
家
性
・
人
間
性
・
生
産
性
」
の
発
揮
を
「
皇
国
勤
労
観
」
と
し
て
追
求
す
る
こ
と
に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
　
し
た
が
っ
て
・
工
員
月
給
制
度
は
産
業
報
国
会
運
動
推
進
の
必
然
的
過
程
を
と
も
な
っ
た
（
広
崎
真
八
郎
『
工
員
月
給
制
度
の
研
究
』
東
洋
書
館
、

　
　
昭
和
一
八
年
・
一
八
－
九
頁
）
。
「
皇
閏
勤
労
観
」
か
ら
す
る
貨
銀
は
、
　
「
職
分
奉
公
を
徹
底
せ
し
む
る
た
め
の
生
活
保
障
」
と
し
て
の
賃
銀
で
あ
り
、

　
　
そ
の
か
ぎ
り
で
工
員
月
給
制
度
は
「
勤
労
者
の
性
別
年
齢
別
を
中
心
と
し
て
最
低
標
準
生
活
費
を
算
定
し
た
も
の
を
最
低
標
準
賃
銀
と
し
て
月
給
の

　
　
基
本
給
を
定
め
家
族
扶
養
度
、
物
価
、
技
術
、
職
制
上
の
地
位
等
に
応
じ
た
手
当
及
び
割
増
を
附
加
し
、
同
時
に
企
業
の
利
潤
に
応
じ
た
報
鮫
」
（
同

　
　
書
、
三
〇
六
頁
）
で
構
成
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
。

（
６
）
　
黒
川
俊
雄
『
目
本
の
低
貨
銀
構
造
』
大
月
書
店
、
昭
和
三
九
年
、
一
五
九
－
六
〇
頁
。

労
働
力
政
策
に
関
す
る
覚
え
書
（
三
好
）

九
一
　
（
二
一
一
）
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結
　
語

労
働
力
政
策
を
国
家
独
占
資
本
主
義
の
労
働
力
政
策
と
し
て
限
定
し
、
そ
の
よ
う
な
労
働
力
政
策
を
理
解
す
る
に
あ
た
一
て
・
資

本
主
義
の
全
般
的
危
機
論
、
国
家
独
占
資
本
主
義
論
、
再
生
産
構
造
論
、
労
働
運
動
論
と
の
関
連
に
お
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し

て
き
た
。
そ
の
ば
あ
い
、
た
ん
に
理
論
と
し
て
明
ら
か
に
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
的
事
実
に
よ
一
て
蒔
を
試
み
っ
っ
・
労
働
カ

政
策
の
本
質
竈
ら
か
に
す
る
よ
う
努
カ
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
実
証
そ
の
も
の
が
主
眼
で
あ
る
の
で
は
な
く
・
歴
史
的
事
実
の

中
で
理
論
化
を
は
か
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
の
で
、
歴
史
的
現
象
の
分
析
そ
の
も
の
と
し
て
は
簡
単
を
の
で
あ
る
ほ
か
は
な
か
一

た
。
し
か
し
と
も
か
く
、
そ
の
よ
う
な
意
味
で
は
、
そ
れ
は
対
象
と
さ
れ
告
本
資
本
主
義
の
分
析
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ

た
し
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
（
史
）
論
で
あ
っ
た
・

本
稿
が
日
本
資
本
主
義
を
対
象
と
し
っ
っ
、
と
り
わ
げ
戦
争
体
制
一
戦
時
日
本
国
家
独
占
資
本
主
義
一
を
対
象
と
し
た
の
は
・
こ
れ
ま

で
の
日
本
資
本
主
義
論
に
淳
る
戦
時
下
分
析
の
不
十
分
な
こ
と
が
、
戦
後
日
本
資
本
主
雰
析
に
お
い
て
の
弱
さ
を
走
ら
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
と
り
わ
げ
戦
後
の
近
代
化
一
論
一
の
評
価
を
誤
ら
し
め
る
原
因
の
一
部
は
・
こ
の
戦
時
の
分
析
の

欠
落
に
よ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
危
機
体
制
一
国
家
独
占
資
本
主
義
一
の
錯
綜
し
た
諸
機

構
の
分
析
を
誤
ら
し
め
な
い
た
め
に
は
、
国
家
独
占
資
本
主
義
の
特
殊
的
だ
が
典
型
的
姦
争
体
制
嘉
察
原
則
的
示
髪
与
え

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
戦
後
目
本
資
本
主
義
の
現
段
階
の
把
握
に
お
い
て
、
そ
の
差
異
に
お
け
る
よ
り
も
・
そ
の
類
似
性

に
お
い
て
、
す
な
わ
ち
国
家
独
占
資
本
主
義
の
基
本
的
性
格
の
理
解
が
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
か
ら
で
圭
る
・
そ
註
戦

後
日
本
資
本
主
義
に
お
げ
る
諾
矛
盾
の
激
化
と
一
層
深
化
す
る
危
機
の
性
格
一
世
界
史
的
性
格
一
を
明
ら
か
に
す
る
言
兄
で
重
要
姦

割
を
果
す
で
あ
ろ
う
。




